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　名古屋市立大学薬学部は、明治17(1884)年に設置された名古屋薬学校を祖とし、令和５
（2023）年には設置139周年を迎える長い歴史を有する学部です。創立以来、地域医療における貢
献に加え、研究と教育において多くの成果と人材を輩出してきました。
　長い歴史の中で、本薬学部は時代に合わせて様々な変化を遂げてきました。医療技術の高度化や
医薬分業の進展等に伴い高い資質を持つ薬剤師養成が求められるようになったことから平成18
（2006）年度より薬学部の修業年限が６年に延長され、本学においても薬剤師国家試験受験資格が
取得できる６年制の薬学科を設置しました。医薬品と薬物療法に関わる医療科学を総合的に修得す
ることで、薬の専門家として薬剤師をはじめ多様な医療分野に貢献する人材を育成する教育を行っ
ています。また一方で４年制の生命薬科学科を併設し、医学・生命科学分野で活躍する人材の育成
を目指した教育を行なっています。創薬に関わる物質と生命についての幅広い知識と技術の修得に
基づいて、医薬品開発研究者をはじめ生命科学と医学の発展に貢献できる人材を育成しています。
　さらに大学院では、高度な専門教育と先進的な研究活動を通じて、社会の様々な領域で指導的な
立場として活躍する人材の育成を行っています。薬学科を基礎とする博士課程（４年制）では、医
療現場における臨床的な課題を研究対象として、高度な専門性や優れた研究能力を有する人材の養
成に重点を置いて教育・研究を行っており、生命薬科学科を基礎とする博士前期課程（２年制）お
よび博士後期課程（３年制）では、専門分野の高度な学習と研究を積み重ね最先端の研究成果を世
界に向けて発信することを目指して教育を行っています。博士後期課程（３年制）には名古屋工業
大学との共同大学院（共同ナノメディシン科学専攻）も設置し新しい時代の医薬開発に向けた薬工
融合研究の人材を育成しています。これらの大学院課程では、臨床研究や生命科学・医学分野にお
ける問題解決能力や課題設定能力を獲得することを目的としています。本学大学院の修了生は、高
い研究能力をもつ薬剤師や先端的研究を行う製薬企業等の研究職・開発職として、また高い専門性
と課題解決能力を持つ行政職として、医療および医薬品産業界の発展に大きく貢献しています。
　名古屋市立大学は、企業、医療機関、公的研究所、他大学および地域社会と一層連携を深め、研
究・教育の更なる発展に貢献するとともに、社会の様々な分野で活躍する多様な人材を輩出するこ
とで大学としての使命を果たしていきます。

ごあいさつ 薬学部長
薬学研究科長

中川　秀彦
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　薬学研究科は高度な先端的知識・技能を習得し、独創的先端研究に従事する人材、臨床で問題を独自に発見し、解決す
る高い研究能力をもつ自己開発型の人材、および教育・研究における指導者の育成を目標としています。また、地域医療を
担う指導的薬剤師、国内外の医薬品開発や保健・衛生行政の分野で社会に貢献する人材の育成を目標としています。

◎名古屋市立大学大学院薬学研究科には、大学院博士前期（２年制）、博士後期（３年制）と、博士課程（４年制）があります。
◎原則として、４年制学科を卒業した学生は、博士前期・後期課程へ、６年制学科を卒業した学生は、博士課程へ進学します。
◎博士前期課程では、薬学研究に必要な基礎的知識や技術を身につけます。博士後期課程では、創薬や薬学の進歩につながる
　生命科学について、薬学の先端的な知識や技術の習得と高度な研究を行います。
◎博士課程では、臨床薬学、医薬品の臨床開発について、先端的な知識や技術の習得と高度な研究を行います。

山崎川両岸の桜と薬学部研究棟を望む山崎川両岸の桜と薬学部研究棟を望む

薬 学 研 究 科 の 概 要

本研究科では３つの専攻を設置し、薬学分野の進歩に貢献すべく研究、教育を行っています。 

　医療現場での医薬品を含む診断・治
療の高度化ならびに複雑化に十分対応
し、医薬品の適正使用、薬害の未然予
防、薬学的見地からの患者への的確な
配慮、治験薬管理における高度の専門
知識と技能の基盤となる基礎研究と臨
床研究を行い、医療機能薬学の基礎及
び臨床における医療薬学の実践、薬剤
師活動の推進・展開について教育・研究
を行います。

　名古屋市立大学薬学研究科と名古屋
工業大学が共同で設置する大学院です。
薬学の強みである先進創薬と薬物送
達・動態科学、工学の強みであるナノテ
クノロジーとナノバイオロジーそしてプ
ロセス工学とを併せ持った、薬・工両方
に精通した薬工融合型の人材育成と研
究を行います。

　多様化した疾病の治療に対応できる
最新の医薬品研究開発の知識と技術、
ならびに生命科学の急速な進歩に呼応
した生体分子機能解析の最先端の知識
と技術を習得します。関連学問分野を
有機的につなぎ、最新の生命科学や創
薬科学の知識と技術を習熟し、医薬品
開発研究と生命科学の推進・展開につ
いての教育・研究を行います。
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医療機能薬学専攻

　大学院薬学研究科（修士課程）が名古屋市立大学に設置さ
れたのは1961年です。博士課程は1966年に設置されました。
1975年に博士（前期・後期）課程への改組を行い、2001年
には大学院部局化に伴う大規模改組を行いました。さらに、
2004年から在職者の方に修学の門戸を開くために社会人特
別選抜制度を設置しています。2006年から薬学部の新制度
が施行されたことに伴い、薬学科（６年制）と生命薬科学科
（４年制）を併設しました。４年制学科に対応した博士前期課
程（２年制）の改組を2010年に行い、１専攻（創薬生命科学
専攻）としました。2012年から博士後期課程（３年制）の改組
と６年制学科に対応した博士課程（４年制、医療機能薬学専
攻）を設置しました。さらに、2013年から名古屋工業大学と
の間で共同大学院を開設し、共同ナノメディシン科学専攻（博
士後期課程）を設置しました。現在まで50有余年の間に、製

薬企業を始めとする企
業や大学・国公立研究
所等への研究者・技術
者、東海地区を中心と
する地域拠点病院への
薬剤師を数多く輩出し
ています。

　本研究科では４年制学科の修学の後に薬学研究に必要な
基礎的知識や技術の習得を目的とした博士前期課程（２年
制）、さらに、創薬や薬学の進歩につながる生命科学について、
先端的な知識や技術の習得と高度な研究を目的とした博士
後期課程（３年制）を設置しています。一方、６年制の薬学科
の修学後に医療薬学、および医薬品の臨床開発について先端
的知識・技術修得に裏付けられた高度な臨床研究能力の獲
得を目的とした博士課程（４年制）を設置しています。
 名古屋市立大学大学院医学研究科や看護学研究科を始め、
当大学の他の学部、研究科との共同研究や連携教育も盛んに
行われています。さらに、教育・研究の一層の充実と多様化を
図る目的で、これまでに、愛知県がんセンター研究所、国立長
寿医療研究センター、国立医薬品食品衛生研究所、自然科学
研究機構生命創成探究センター、医薬品医療機器総合機構
（ＰＭＤＡ）との連携協定に基づき、それぞれ、腫瘍制御学分
野、加齢病態制御学分野、医薬品質保証学分野、生命動態制
御学分野、医薬品医療機器審査科学分野を設置しました。
また、令和３年度より公益財団法人がん研究会と連携協定を
締結し、新たに「がん治療学分野」を設置しさらなる教育・研
究の充実を図っています。 

歴史 特色
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　名古屋市立大学薬学研究科と名古屋
工業大学が共同で設置する大学院です。
薬学の強みである先進創薬と薬物送
達・動態科学、工学の強みであるナノテ
クノロジーとナノバイオロジーそしてプ
ロセス工学とを併せ持った、薬・工両方
に精通した薬工融合型の人材育成と研
究を行います。

　多様化した疾病の治療に対応できる
最新の医薬品研究開発の知識と技術、
ならびに生命科学の急速な進歩に呼応
した生体分子機能解析の最先端の知識
と技術を習得します。関連学問分野を
有機的につなぎ、最新の生命科学や創
薬科学の知識と技術を習熟し、医薬品
開発研究と生命科学の推進・展開につ
いての教育・研究を行います。

医療機能薬学専攻
（４年制博士課程）

共同ナノメディシン科学専攻
（３年制博士後期課程）

創薬生命科学専攻
２年制博士前期課程
３年制博士後期課程( )

薬学科
（６年制課程）

教
養
教
育
科
目

大
学
院
博
士
課
程

大
学
院
博
士
課
程

大
学
院
博
士
課
程

大
学
院
博
士
課
程

薬
学
専
門
科
目

薬
学
専
門
科
目

薬
学
専
門
科
目

薬学
専門科目

卒
業
研
究

卒
業
研
究

事
前
学
習

国
家
試
験

対
策
科
目薬

局
実
習

病
院
実
習

卒
業
研
究

卒
業
研
究

1
年
生

２
年
生

３
年
生

４
年
生

5
年
生

6
年
生

博
士 

1
年

博
士 

2
年

博
士 

3
年

博
士 

4
年

生命薬科学科
（４年制課程）

二つの学科の
教育課程と大学院

教
養
教
育
科
目

大
学
院
博
士
前
期（
修
士
）課
程

大
学
院
博
士
前
期（
修
士
）課
程

大
学
院
博
士
後
期
課
程

大
学
院
博
士
後
期
課
程

大
学
院
博
士
後
期
課
程

薬
学
専
門
科
目

薬
学
専
門
科
目

薬学
専門科目

卒
業
研
究

卒
業
研
究

1
年
生

２
年
生

３
年
生

４
年
生

修
士 
1
年

博
士 

1
年

博
士 

2
年

博
士 

3
年

修
士 

2
年

創薬生命科学専攻

共同ナノメディシン
科学専攻

医療機能薬学専攻

　大学院薬学研究科（修士課程）が名古屋市立大学に設置さ
れたのは1961年です。博士課程は1966年に設置されました。
1975年に博士（前期・後期）課程への改組を行い、2001年
には大学院部局化に伴う大規模改組を行いました。さらに、
2004年から在職者の方に修学の門戸を開くために社会人特
別選抜制度を設置しています。2006年から薬学部の新制度
が施行されたことに伴い、薬学科（６年制）と生命薬科学科
（４年制）を併設しました。４年制学科に対応した博士前期課
程（２年制）の改組を2010年に行い、１専攻（創薬生命科学
専攻）としました。2012年から博士後期課程（３年制）の改組
と６年制学科に対応した博士課程（４年制、医療機能薬学専
攻）を設置しました。さらに、2013年から名古屋工業大学と
の間で共同大学院を開設し、共同ナノメディシン科学専攻（博
士後期課程）を設置しました。現在まで50有余年の間に、製

薬企業を始めとする企
業や大学・国公立研究
所等への研究者・技術
者、東海地区を中心と
する地域拠点病院への
薬剤師を数多く輩出し
ています。

　本研究科では４年制学科の修学の後に薬学研究に必要な
基礎的知識や技術の習得を目的とした博士前期課程（２年
制）、さらに、創薬や薬学の進歩につながる生命科学について、
先端的な知識や技術の習得と高度な研究を目的とした博士
後期課程（３年制）を設置しています。一方、６年制の薬学科
の修学後に医療薬学、および医薬品の臨床開発について先端
的知識・技術修得に裏付けられた高度な臨床研究能力の獲
得を目的とした博士課程（４年制）を設置しています。
 名古屋市立大学大学院医学研究科や看護学研究科を始め、
当大学の他の学部、研究科との共同研究や連携教育も盛んに
行われています。さらに、教育・研究の一層の充実と多様化を
図る目的で、これまでに、愛知県がんセンター研究所、国立長
寿医療研究センター、国立医薬品食品衛生研究所、自然科学
研究機構生命創成探究センター、医薬品医療機器総合機構
（ＰＭＤＡ）との連携協定に基づき、それぞれ、腫瘍制御学分
野、加齢病態制御学分野、医薬品質保証学分野、生命動態制
御学分野、医薬品医療機器審査科学分野を設置しました。
また、令和３年度より公益財団法人がん研究会と連携協定を
締結し、新たに「がん治療学分野」を設置しさらなる教育・研
究の充実を図っています。 

歴史 特色

昭和35年校舎
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研 究 科 の 組 織

創薬生命科学専攻

●薬化学
●精密有機反応学
●薬品合成化学
●機能分子構造学

●生体超分子システム解析学
●コロイド・高分子物性学
●生命分子構造学
●分子生物薬学
●薬物送達学
●多階層生命機能解析学

●生薬学
●衛生化学
●遺伝情報学
●細胞分子薬効解析学
●病態生化学

●薬物動態制御学
●病態解析学
●細胞情報学
●神経薬理学
●レギュラトリーサイエンス
●病院薬剤学
●臨床薬学

医薬化学 生命分子薬学

医療分子機能薬学
医療薬学

※創薬生命科学専攻、医療機能薬学専攻の学生はいずれの分野においても研究、教育指導を受けることができます。

●機能医薬創成学部門
●薬物送達・動態科学部門
●医薬支援ナノ工学部門

共同ナノメディシン科学専攻
名古屋工業大学
大学院工学研究科

名古屋市立大学大学院薬学研究科

●腫瘍制御学（愛知県がんセンター研究所）
●加齢病態制御学（国立長寿医療研究センター）
●医薬品質保証学（国立医薬品食品衛生研究所）
●生命動態制御学（自然科学研究機構生命創成探究センター）
●医薬品医療機器審査科学（医薬品医療機器総合機構）
●がん治療学（公益財団法人がん研究会）

連携大学院
外部の研究所
センター・機構

医療機能薬学専攻
●コミュニティファーマシー
●個人差・オーダーメイド医療薬学
●病院臨床薬剤学
●医薬品安全性評価学

●漢方薬物治療学
●分子機能薬理学
●分子神経科学
●臨床薬物動態学

●臨床病態治療学
●ストレス応答制御学
●臨床神経薬理学 
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研 究 科 の 組 織

創薬生命科学専攻

●薬化学
●精密有機反応学
●薬品合成化学
●機能分子構造学

●生体超分子システム解析学
●コロイド・高分子物性学
●生命分子構造学
●分子生物薬学
●薬物送達学
●多階層生命機能解析学

●生薬学
●衛生化学
●遺伝情報学
●細胞分子薬効解析学
●病態生化学

●薬物動態制御学
●病態解析学
●細胞情報学
●神経薬理学
●レギュラトリーサイエンス
●病院薬剤学
●臨床薬学

医薬化学 生命分子薬学

医療分子機能薬学
医療薬学

※創薬生命科学専攻、医療機能薬学専攻の学生はいずれの分野においても研究、教育指導を受けることができます。

●機能医薬創成学部門
●薬物送達・動態科学部門
●医薬支援ナノ工学部門

共同ナノメディシン科学専攻
名古屋工業大学
大学院工学研究科

名古屋市立大学大学院薬学研究科

●腫瘍制御学（愛知県がんセンター研究所）
●加齢病態制御学（国立長寿医療研究センター）
●医薬品質保証学（国立医薬品食品衛生研究所）
●生命動態制御学（自然科学研究機構生命創成探究センター）
●医薬品医療機器審査科学（医薬品医療機器総合機構）
●がん治療学（公益財団法人がん研究会）

連携大学院
外部の研究所
センター・機構

医療機能薬学専攻
●コミュニティファーマシー
●個人差・オーダーメイド医療薬学
●病院臨床薬剤学
●医薬品安全性評価学

●漢方薬物治療学
●分子機能薬理学
●分子神経科学
●臨床薬物動態学

●臨床病態治療学
●ストレス応答制御学
●臨床神経薬理学 

薬学は医薬品の創成、また、工学は材料・デバイスなどの創
成に関わる学問分野で、両者には「ものづくり」という大きな
共通理念があります。しかし、ターゲットである「もの」の違
いから、両者はこれまで独自の専門性を持って発展しており、
研究・教育ともに連携の機会が必ずしも多くありませんでし
た。薬学分野においては、創薬や生命科学に関する新規知見
が年々集積されています。また、工学の諸分野では、新規機
能性物質・材料の開発研究、特にナノテクノロジー研究がます
ます活発ですが、その中には医薬応用を指向したものも少な
くなく、両分野の融合による創薬の機会とその重要性は、今
後さらに増すものと予想されます。そこで、薬学の強みである
先進創薬と薬物送達・動態科学、工学の強みであるナノテクノ
ロジーとナノバイオロジー、そしてプロセス工学とを併せもっ
た、薬・工両方に精通した薬工融合型人材を育成するために、
両大学による共同教育課程として、共同ナノメディシン科学専
攻を平成２５年４月に設置しました。

本共同専攻の教育・研究は、先進薬学と先進ナノ工学を駆使し、薬を「つくる（創薬）」、「輸送する
（送達・動態）」、そして「評価する（薬効評価）」の３つの部門から構成されています。

　本共同専攻のプログラムは、授業科目の受講
と特別研究の両方で段階的にステップアップさ
せるシステムです。まず、授業科目は、ナノメディ
シン科学専攻の基礎的導入科目である専攻基
軸科目として薬工両方に精通する双頭俯瞰型基
盤教育を修得し、次にその展開として、研究指導
を含む部門の専門知識を深く享受する双頭俯
瞰型薬工融合展開教育を修得します。そして、グ
ローバルな研究者に必要な知識を享受する薬工
の専攻共通科目を設定し、幅広く先端融合教育
を実施します。この中には、学術的な専門性だけ
ではなく、生命倫理や知的財産に関する科目、医
薬品産業の現状や展開に関する科目も開設して
います。これらと並行して、研究力養成教育とし
て、薬工連携特別演習を実施することにより共
同研究を探索して、研究計画発表の後、実質的
な特別研究に従事します。そして、中間報告の
後、博士の学位取得のための論文作成指導、最
終研究報告・審査を実施します。
　研究指導は１年目に主指導教員１名、相手大

名古屋工業大学との共同大学院

設置の趣旨

教育指導体制

教育課程の特色

○機能医薬創成学部門

機能性医薬品を開発するため、
薬品の先進的合成法とナノデバイ

ス化の融合を目指した部門

○薬物送達・動態科学部門

生体内での薬物動態を調べると
同時に、新規のドラッグデリバ
リーの手法等を開発する部門

○医薬支援ナノ工学部門

投与された医薬品がいかにして効
果を発揮するか、組織・細胞・ナノ
分子レベルで解析・評価する部門

学教員を必ず含む副指導教員２名以上を決め、３年間指導する体制を整え
ています。コースワーク、研究指導、論文作成指導、学位論文審査等の各段
階で有機的かつ横断的なつながりをもって博士学位授与へと導く教育研
究プロセスを行います。

「共同ナノメディシン科学専攻」

1年次 3年次2年次

次世代
医薬品
開発学
(名市大)

特 別 研 究

高精密
有機合
成化学
(名工大)

生体関
連物質
設計学
(名工大)

医薬支援
ソフトマター
物性論
(名市大)

マイクロ・
ナノバイオ
メカニクス
(名工大)

製剤設計・
薬物送達
制御学
(名市大)

専

攻

基

軸

科

目

部

門

共

通

科

目

専

門

科

目

博

士

論

文

作

成

論

文

審

査

論

文

発

表

　
会

最

終

試

験

学

位

取

得

機能医薬
創成学概論

触媒ナノテクノロジー特論 メディカルナノテクノロジー特論 ナノ薬工学材料評価学特論

先進薬科学特論 センサーデバイス開発学特論 薬物動態・超分子解析学特論

遺伝情報発現制御学特論 先端機能薬理学特論

生命倫理特論 医薬品産業特論 現代知的財産権特論

テクノロジーインターンシップ

グローバルプレゼンテーション

博士論文研究計画発表会　　　博士論文中間報告会

薬物送達・
動態科学概論

医薬支援ナノ
工学概論

薬工連携
特別演習

カリキュラムツリー

共同ナノメディシン科学専攻(共同大学院(博士後期課程))
学位(博士(ナノメディシン科学))

機能医薬創成学部門

医薬支援ナノ工学部門 薬物送達・動態科学部門

工学を基盤とする最先端ナノテク

国際インターンシップ 生命倫理学
知的財産学

国際プレゼンテーションカ

研究分野:ナノバイオ・先進創薬・生体機能工学
薬学を基盤とする先進創薬科学
研究分野:創薬科学・病態解析・薬物送達

名古屋工業大学

● 高度精密創薬
● ナノメディシン工学
● バイオテクノロジー

機能性分子と
デバイス化

・生体分析工学
・ナノ薬品・センサー
・新規機能性創薬材料

生体応答デバイス

・医薬、生体分子の
  静的・動的挙動の解明
・新規機能の発掘

薬と生体輸送

・創成医薬の評価
・動物モデル評価
・新規有効成分の発掘

● 生体機能工学
● ナノバイオ工学
● バイオメカニクス

● 薬物送達科学
● 薬物動態科学
● 人工蛋白質工学

名古屋市立大学
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薬化学分野 Organic and Medicinal Chemistry

「くすり」を視る・知る・創る有機化学

　有機化学を基盤として、生命科学や物
理化学の知識も利用しながら、意図した
薬効を発揮する化合物を創造する「創
薬」に取り組むのが創薬化学・医薬品化
学です。薬化学分野では有機合成化学・
反応化学・生物科学・計算科学などの幅
広い知識や技術を活用し創薬化学研究に
取り組んでいます。また、医薬品の作用や
病気に関わる生体機能の仕組みを有機化
学を利用して調べる技術を開発して、有
効な医薬品の開発に生かす研究も行って
います。
　例えば、細胞のがん化や老化に関わる
重要な酵素であるHDACやPin1の阻害剤

を開発して、疾患の原因解明を行うとと
もに治療薬開発を目指しています。また、
生体機能に重要な情報伝達物質である
NOを光化学の技術を利用して制御する
化合物を開発し、NOの機能解明や新た
な光線力学療法剤の開発を行っています。

教　授　中川　秀彦

講　師　川口　充康

講　師　家田　直弥

● 創薬化学
● 生物有機化学
● 光線力学療法
● 光化学
● 酵素阻害剤一酸化窒素（NO）の光制御化合物と

光により細胞に発生させたNOの様子

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/ykg/Yakka/

創薬生命科学専攻

h�ps://www.nagoya-cu.ac.jp/phar/department

Graduate School of Pharmaceutical Sciences

研 究 分 野 の 紹 介
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薬化学分野 Organic and Medicinal Chemistry

「くすり」を視る・知る・創る有機化学

　有機化学を基盤として、生命科学や物
理化学の知識も利用しながら、意図した
薬効を発揮する化合物を創造する「創
薬」に取り組むのが創薬化学・医薬品化
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反応化学・生物科学・計算科学などの幅
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取り組んでいます。また、医薬品の作用や
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　例えば、細胞のがん化や老化に関わる
重要な酵素であるHDACやPin1の阻害剤
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● 酵素阻害剤一酸化窒素（NO）の光制御化合物と

光により細胞に発生させたNOの様子

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/ykg/Yakka/

創薬生命科学専攻

h�ps://www.nagoya-cu.ac.jp/phar/department

Graduate School of Pharmaceutical Sciences

研 究 分 野 の 紹 介

薬品合成化学分野 Synthetic Organic Chemistry

創薬を志向した生物活性化合物の合成
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h�p://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/ygk/

創薬生命科学専攻

精密有機反応学分野 Bioorganic-inorganic Chemistry
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● 創薬化学
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● ペプチド化学
● 超分子化学
● 生物有機化学
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http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/research_course/res_course02.html

創薬生命科学専攻
【機能医薬創成学部門】

　

8



生体超分子システム解析学分野 Cellular Biophysics

免疫系と神経系の生体超分子システムの
解析から創薬へ
免疫系と神経系は、生体にみられる最

も高度かつ精緻な超分子システムです。

我々は免疫系の破綻であるアレルギーと、

神経細胞のネットワークの形成機構につ

いて研究しています。

１.マスト細胞における刺激－分泌連関

の研究と創薬への展開

花粉症や喘息などのアレルギー疾患は、

マスト細胞からの開口放出によるヒスタ

ミン等の分泌によって惹起されます。

我々はこのマスト細胞の刺激から分泌ま

でのシグナル伝達の機構解明を行い、新規

抗アレルギー薬の開発を目指しています。

２.神経回路形成の分子機構およびグリ

ア細胞の役割の研究

神経細胞は樹状突起と軸索という二種

類の神経突起を伸長して神経回路を形成

し、ネットワークとして機能して高度な

情報処理を行います。この過程では、グ

リア細胞という細胞種も重要であること

が明らかになりつつあります。神経突起

伸長・神経回路形成の分子機構およびグ

リア細胞の役割を解明するとともに、そ

れらの異常による神経疾患発症のメカニ

ズムの理解と創薬への応用を目指します。

教　授　平嶋　尚英

准教授　田中　正彦

助　教　鈴木瑠理子

● アレルギー
● マスト細胞
● 開口放出
● 神経回路
● グリア細胞

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/ybu/HP/index/index.html

創薬生命科学専攻

機能分子構造学分野 Synthetic Supramolecular Chemistry

既存の反応・合成法を刷新しうる
新反応の開発を目指して

　我々を取り巻く“もの”の多くが有機

化合物からできています。それらを効率

的に“つくる”ことを可能とする新しい

手法、すなわち、新しい反応を開発する

ことは，既存の合成法や反応手法を刷

新し、ひいては我々の生活をも一新する

可能性を秘めています。我々の研究室で

は、有用な有機化合物を効率的に合成

できる新反応の開発を主眼におき、遷移

金属触媒を用いた一段階多成分連結反

応（ドミノ反応）の検討を行っています。

また、その複雑な反応機構を実験化学

的な手法はもとより、非経験的分子軌

道法計算による理論的な知見からも解

析を進めています。

准教授　池田　慎一

● 遷移金属錯体
● 触媒反応
● ドミノ反応
● 多成分連結反応

創薬生命科学専攻

https://www.nagoya-cu.ac.jp/phar/grad/soyaku/iyaku/kinobunshi/

生命分子構造学分野 Structural Biology and Biomolecular Engineering

生命システムの構築・動作原理の
統合的理解を目指す
タンパク質や糖鎖をはじめとする生命

分子は、様々な時空間スケールでのダイ
ナミズムを発揮しており、特異的な分子
間相互作用を介した超分子装置を構築す
ることを通じて、精緻な生体機能を発動
しています。今世紀にはいり、生命素子
としてのタンパク質の3次元構造情報は
爆発的な勢いで蓄積されてきました。私
たちは、このような分子集団の原子レベ
ルでのミクロな振る舞いが、一定の秩序
のもとに自己組織化して細胞の活動を制
御し、精神活動をはじめとする高次生体
機能を発動する仕組みを統合的に理解す
ることを模索しています。さらに、神経
変性疾患のように生命システムの秩序の
破綻がもたらす病気のメカニズムの解明

と、それに基づく創薬を目指した研究を
行っています。そのために、NMR分光
法およびX線結晶構造解析を主体とする
構造生物学に加えて、分子設計・ナノケ
ミストリーから分子・細胞・個体レベル
での機能解析に至るまで、多面的なアプ
ローチを展開しています。

教　授　加藤　晃一

講　師　矢木　真穂

● 統合生命科学
● 構造生物学
● 分子神経科学
● 糖鎖生物学
● 生命創成探究

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/sbk/

創薬生命科学専攻

コロイド・高分子物性学分野 Physical Chemistry of Colloid and Polymer

ソフトな系の構造形成を探求する

コロイド・高分子・ゲルなどの「柔ら
かい物質」（ソフトマター）は自発的に
集合して、さまざまな構造を形成します。
私たちはコロイド系の規則配列構造（コ
ロイド結晶：写真左）や会合構造（クラ
スター・凝集構造：写真右）など、ソフ
トマターの秩序化機構の解明と、これら
の集合構造の材料・医薬領域への応用を
研究しています。特に、荷電コロイドや
高分子添加系の秩序構造、２次元的な規
則配列、粒子の会合体形成、マクロ凝集
の過程などを対象に、相互作用と構造の
関係性を調べています。コロイド・界面
科学、高分子科学、非平衡統計物理学に
基づき、実験および計算機シミュレー
ションによる研究を行っています。得ら

れた構造体は、光学特性を利用した様々
な材料や、医療用センサーとして活用が
期待されています。

教　授　山中　淳平

准教授　奥薗　　透

准教授　豊玉　彰子

● コロイド
● ソフトマター
● 自己組織化
● シミュレーション
● 構造形成

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/ybk/bukka/

共同ナノメディシン科学専攻
【医薬支援ナノ工学部門】
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薬物送達学分野 Drug Delivery and Nano Pharmaceutics

新しい機能性Drug Delivery System
の創製

　Drug Delivery System （DDS、薬物
送達システム）とは、薬物を「必要とする
部位」へ、「必要な量」で、「必要な時間」
送達し、医薬品を最も有効で、副作用が
少なく、患者に優しい製剤として、薬物投
与の最適化を目的としたもので、現在の
薬物治療のみならず、今後発展が期待さ
れる遺伝子治療や再生治療においても不
可欠な技術です。　
　薬物送達学分野は、合理的なDDS製剤
を創製する創薬の総仕上げを行う研究分
野です。私達は、ナノサイズの粒子設計に
よる新しい機能を付与したDDS製剤を創
る（造る・作る）研究を行います。

１. 新しい標的化DDSの創製 
（Novel Targeted Therapeutic Nano-
sized, Micro-sized Particles）
２. 機能性ナノ粒子の製剤設計 

（Functional Engineered Nano-sized 
Particles）

教　授　尾関　哲也

准教授　田上　辰秋

助　教　小川　昂輝

● DDS
● 粒子設計
● ナノテクノロジー
● ナノメディシン

我々が作ったナノ粒子を取り込んだ
ラット肺胞マイクロファージ

共同ナノメディシン科学専攻
【薬物送達・動態科学部門】

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/dds/

分子生物薬学分野 Molecular Biology

細胞小器官を介した
脳神経系の制御メカニズム

脳神経系は生物の身体の中で最も複雑
な器官で、その制御メカニズムには未だ
不明な点が多く残されています。また神
経細胞は脆弱でほとんど再生せず、さら
に脳内の神経回路も複雑なため、神経系
疾患の治療は大変難しいと言われていま
す。このような背景から私たちは、神経細
胞の働きを維持するしくみや、神経系疾
患の原因メカニズムを研究しています。特
に細胞小器官を介する神経系の制御メカ
ニズムを明らかにすることを目指し、遺伝
子改変細胞や遺伝子改変マウスを用いた
研究を行っています。
アルツハイマー病などの神経変性疾患に
おいて、脳内のコレステロール異常が関
連することが知られていますが、私たちは

その原因メカニズムとして脳内の細胞小
器官を介した脂質分解の制御不全を明ら
かにしました。さらに近年、免疫系の異常
による炎症亢進が神経変性疾患と関係し
ていることが示唆されているため、私たち
は神経系と免疫系をリンクするメカニズ
ムについても研究しています。

教　授　白根　道子

准教授　中津海洋一

● 脳
● 神経
● 免疫
● 細胞小器官
● 神経変性疾患

 http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/byg

創薬生命科学専攻

衛生化学分野 Molecular and Cellular Health Science

免疫・炎症反応を理解し、疾患の治療へ

アレルゲンや病原体に対して、生体は
免疫応答を変化させ的確に応答し、健康
を維持しています。しかしながら、感染や
生体内のストレスなどの多種多様な環境
因子によって、免疫応答はその相互作用
のバランスが崩れた場合、炎症が起こり、
アレルギー、自己免疫疾患、癌などの慢
性疾患になると考えられます。

私たちの研究室では免疫反応の方向性
を規定する環境因子と炎症について、疾
患モデルマウスによる解析から、さらに細
胞内シグナル伝達経路などの分子機構ま
で明らかにしていきます。これにより難治
性の慢性疾患の発症メカニズムを解明す
るだけではなく、環境因子や生体内共生
菌など生体の健康と恒常性維持に貢献す

教　授　肥田　重明

准教授　伊藤佐生智

助　教　小川　　勇

● 免疫
● サイトカイン
● 細菌
● シグナル伝達

る菌体を用いて免疫システムを応用した
慢性疾患の新しい予防法や治療法の開発
を目指しています。

医療機能薬学専攻

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/esk/

生薬学分野 Pharmacognosy

伝統薬物を科学する

生薬学は、生薬や漢方薬、天然由来医
薬品の基となる天然資源を薬という観点
から捉える総合科学です。
１.臨床生薬学・臨床漢方薬理学

生薬や天然素材は、漢方薬や機能性食
品の原料として利用されていますが、そ
の有用性に関するエビデンス、有効成分、
作用機序、副作用や薬物相互作用など、
多くの課題があります。また、バラツキ
が必須な天然素材を薬物として利用する
ためには、品質の確保が重要です。私た
ちはそれら課題を薬理学、薬物動態学、
分析化学、天然物化学、情報
科学、薬史学的な考証など多
方面からアプローチし、研究
成果を医薬品情報として現場

へ提供しています。
２.植物・微生物由来有用二次代謝産物
の生合成工学と天然物化学

植物や微生物由来の生理活性成分の多
くは、生物体内において生合成される天
然有機化合物であり、医薬品や機能性分
子として応用されています。生物からは、
今後も新たな医薬リードとなる未知の化
合物が発見される可能性に満ち溢れてお
り、私たちは有用天然物の探索とその生
合成・蓄積機構を理解し物質生産へと展
開する研究を行っています。

教　授　牧野　利明

准教授　石内勘一郎

講　師　寺坂　和祥

● 生薬・漢方薬
● 機能性食品
● 生物活性天然物
● 遺伝子工学
● 生合成工学

医療機能薬学専攻
【漢方薬物治療学】

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/syg/
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薬物送達学分野 Drug Delivery and Nano Pharmaceutics

新しい機能性Drug Delivery System
の創製

　Drug Delivery System （DDS、薬物
送達システム）とは、薬物を「必要とする
部位」へ、「必要な量」で、「必要な時間」
送達し、医薬品を最も有効で、副作用が
少なく、患者に優しい製剤として、薬物投
与の最適化を目的としたもので、現在の
薬物治療のみならず、今後発展が期待さ
れる遺伝子治療や再生治療においても不
可欠な技術です。　
　薬物送達学分野は、合理的なDDS製剤
を創製する創薬の総仕上げを行う研究分
野です。私達は、ナノサイズの粒子設計に
よる新しい機能を付与したDDS製剤を創
る（造る・作る）研究を行います。

１. 新しい標的化DDSの創製 
（Novel Targeted Therapeutic Nano-
sized, Micro-sized Particles）
２. 機能性ナノ粒子の製剤設計 

（Functional Engineered Nano-sized 
Particles）

教　授　尾関　哲也

准教授　田上　辰秋

助　教　小川　昂輝

● DDS
● 粒子設計
● ナノテクノロジー
● ナノメディシン

我々が作ったナノ粒子を取り込んだ
ラット肺胞マイクロファージ

共同ナノメディシン科学専攻
【薬物送達・動態科学部門】

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/dds/

分子生物薬学分野 Molecular Biology

細胞小器官を介した
脳神経系の制御メカニズム

脳神経系は生物の身体の中で最も複雑
な器官で、その制御メカニズムには未だ
不明な点が多く残されています。また神
経細胞は脆弱でほとんど再生せず、さら
に脳内の神経回路も複雑なため、神経系
疾患の治療は大変難しいと言われていま
す。このような背景から私たちは、神経細
胞の働きを維持するしくみや、神経系疾
患の原因メカニズムを研究しています。特
に細胞小器官を介する神経系の制御メカ
ニズムを明らかにすることを目指し、遺伝
子改変細胞や遺伝子改変マウスを用いた
研究を行っています。
アルツハイマー病などの神経変性疾患に
おいて、脳内のコレステロール異常が関
連することが知られていますが、私たちは

その原因メカニズムとして脳内の細胞小
器官を介した脂質分解の制御不全を明ら
かにしました。さらに近年、免疫系の異常
による炎症亢進が神経変性疾患と関係し
ていることが示唆されているため、私たち
は神経系と免疫系をリンクするメカニズ
ムについても研究しています。

教　授　白根　道子

准教授　中津海洋一

● 脳
● 神経
● 免疫
● 細胞小器官
● 神経変性疾患

 http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/byg

創薬生命科学専攻

衛生化学分野 Molecular and Cellular Health Science

免疫・炎症反応を理解し、疾患の治療へ

アレルゲンや病原体に対して、生体は
免疫応答を変化させ的確に応答し、健康
を維持しています。しかしながら、感染や
生体内のストレスなどの多種多様な環境
因子によって、免疫応答はその相互作用
のバランスが崩れた場合、炎症が起こり、
アレルギー、自己免疫疾患、癌などの慢
性疾患になると考えられます。

私たちの研究室では免疫反応の方向性
を規定する環境因子と炎症について、疾
患モデルマウスによる解析から、さらに細
胞内シグナル伝達経路などの分子機構ま
で明らかにしていきます。これにより難治
性の慢性疾患の発症メカニズムを解明す
るだけではなく、環境因子や生体内共生
菌など生体の健康と恒常性維持に貢献す

教　授　肥田　重明

准教授　伊藤佐生智

助　教　小川　　勇

● 免疫
● サイトカイン
● 細菌
● シグナル伝達

る菌体を用いて免疫システムを応用した
慢性疾患の新しい予防法や治療法の開発
を目指しています。

医療機能薬学専攻

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/esk/

生薬学分野 Pharmacognosy

伝統薬物を科学する

生薬学は、生薬や漢方薬、天然由来医
薬品の基となる天然資源を薬という観点
から捉える総合科学です。
１.臨床生薬学・臨床漢方薬理学

生薬や天然素材は、漢方薬や機能性食
品の原料として利用されていますが、そ
の有用性に関するエビデンス、有効成分、
作用機序、副作用や薬物相互作用など、
多くの課題があります。また、バラツキ
が必須な天然素材を薬物として利用する
ためには、品質の確保が重要です。私た
ちはそれら課題を薬理学、薬物動態学、
分析化学、天然物化学、情報
科学、薬史学的な考証など多
方面からアプローチし、研究
成果を医薬品情報として現場

へ提供しています。
２.植物・微生物由来有用二次代謝産物
の生合成工学と天然物化学

植物や微生物由来の生理活性成分の多
くは、生物体内において生合成される天
然有機化合物であり、医薬品や機能性分
子として応用されています。生物からは、
今後も新たな医薬リードとなる未知の化
合物が発見される可能性に満ち溢れてお
り、私たちは有用天然物の探索とその生
合成・蓄積機構を理解し物質生産へと展
開する研究を行っています。

教　授　牧野　利明

准教授　石内勘一郎

講　師　寺坂　和祥

● 生薬・漢方薬
● 機能性食品
● 生物活性天然物
● 遺伝子工学
● 生合成工学

医療機能薬学専攻
【漢方薬物治療学】

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/syg/
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細胞分子薬効解析学分野 Molecular and Cellular Pharmacology

イオンチャネルを標的とした創薬

イオンチャネルは、あらゆる生物で普
遍的に発現する機能性膜タンパク質であ
り、イオン輸送を介して、生体内環境の
恒常性（ホメオスタシス）を維持してい
ます。そのため、イオンチャネルの機能
異常は疾患（チャネル病）の原因になり
ます。ヒトゲノム中で薬の作用点となり
うるイオンチャネルタンパク質が15％
存在することから、イオンチャネルを標
的とした新規治療薬の開発（創薬）が期
待されています。

私たちは、イオンチャネルの生理機能
や病態での機能変化の解析を、分子・細
胞・組織・臓器・個体の多階層レベルで
統合的に行っています。特に、生体機能
発現に最も重要な細胞内Ca2+シグナル

に関連したCa2+活性化イオンチャネル
やCa2+透過性イオンチャネルに注目し
ています。Ca2+関連イオンチャネルの
生理機能や循環器系難病（肺高血圧症、
門脈圧亢進症、肝線維症など）との関連
を探求し、イオンチャネル標的創薬を目
指しています。

教　授　山村　寿男

講　師　鈴木　良明

助　教　近藤るびい

● イオンチャネル
● 循環器疾患
● カルシウムシグナル
● 血管平滑筋
● 創薬

医療機能薬学専攻
【分子機能薬理学】

肺高血圧症とCa2+関連イオンチャネル

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/ysg/

遺伝情報学分野 Biological Chemistry

RNA代謝研究を通して生命現象の謎を解明する

遺伝情報であるRNAの研究は、ヒト
ゲノム解読以降ますますその重要度を増
しており、いまや分子生物学・生命科学
の中心的位置を占めています。私達は
2007年に、mRNA分解開始機構を世界
に先駆けて解明して以降、mRNAを標
的とした様々な遺伝子発現調節のメカニ
ズムを解明してきました。RNAの代謝、
遺伝子発現はあらゆる生命現象において
根本的に重要な役割を担っているため、
細胞の分化・増殖や老化・がん化・アポ
トーシス、体内時計から学習・記憶と
いったさまざまな生命現象が研究の対象
となります。またこのような生命活動に
おいて必須なはたらきをする因子の多く
は、疾患の原因因子としても多数同定さ

れており、特にがん、プリオン病、脊髄
小脳変性症、統合失調症などの疾患原因
因子を扱うことで、病態形成のメカニズ
ムの解明および疾患治療への応用につな
がる研究成果が期待されます。また、最
近ではウイルスRNAや人工RNAの分解
機構を新たに解明し、mRNA医薬安定
化技術を開発することに成功しました。
mRNA医薬を用いた癌免疫療法やiPS細
胞の作製、ゲノム編集によるウイルス疾
患治療への応用研究も進めています。

教　授　星野　真一

准教授　宇田川　剛

助　教　稲垣　佑都

● 遺伝子発現
● RNA代謝
● 遺伝子治療
● mRNA医薬
● プリオン
● 神経変性疾患

医療機能薬学専攻

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/syk/

薬物動態制御学分野 Biopharmaceutics

トランスポーターの機能を探り、
創薬・薬物療法に役立てる

　体内での薬物動態（吸収、分布、代謝、
排泄）は、薬物の作用部位への到達性を
決定付け、薬効発現に影響する他、副作
用発現にも影響しています。これを踏まえ、
細胞膜を介する薬物の流出入を制御する
各種トランスポーター（膜内在性輸送タ
ンパク質）に注目し、それらの機能及び薬
物動態との関わり等に関する研究に取り
組んでいます。葉酸類の腸管吸収を担う
PCFTを一例として紹介すると、葉酸拮抗
薬であるMTXもPCFTの働きで良く吸収
されるが（70%程度）、PCFTの存在しな
い腸管下部では吸収されません。トランス
ポーターに関する基礎情報の集積は、体
内ないし特定臓器へのドラッグデリバ
リーへのトランスポーターの利用、個人

差等を考慮した投薬計画（用法・用量）の
最適化等に役立つものと期待されます。
この他、トランスポーター機能評価試験
法や薬物動態予測法に関する研究、トラ
ンスポーターの創薬標的としての利用可
能性の探索等にも取り組んでいます。

教　授　湯浅　博昭

講　師　保嶋　智也

助　教　山城　貴弘

● 薬物動態
● トランスポーター
● ドラッグデリバリー
● 薬物速度論
● 投薬計画

医療機能薬学専攻
【臨床薬物動態学】

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/yzg/

病態生化学分野 Biomedical Science

脳の形成と機能を遺伝子レベルで探り、
神経精神疾患に挑む

 人間の脳は無数の神経細胞が整然と配
置されネットワークを形成することで正し
く機能します。よって、脳の形成における
わずかな異常でも、精神神経疾患や発達
障害の原因やリスクになります。しかし、
これらのメカニズムにはまだわからない
ことが数多くあり、脳の疾患を理解・克服
するための障害になっています。
　我々は、脳の形成や機能における遺伝
子の機能を解明し、様々な疾患に対する
画期的治療法の開発につなげることを最
終目的に研究を行っています。遺伝子変
異マウスやヒトゲノム解析の研究から精神
神経疾患や難読症（読字障害）に関わる
遺伝子群が明らかになってきてはいます
が、これらの具体的な機能の解明は遅れ

ています。我々の研究室では、遺伝子改
変技術、タンパク質解析技術、イメージン
グ技術などを駆使し、「なぜ、単一の遺伝
子のわずかな異常が精神神経疾患を引き
起こすのか」という謎に挑んでいます。 教　授　服部　光治

准教授　河野　孝夫

● 脳
● 遺伝子
● タンパク質
● 精神神経疾患
● 発達障害

医療機能薬学専攻
【分子神経科学】

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/bsk/
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細胞分子薬効解析学分野 Molecular and Cellular Pharmacology

イオンチャネルを標的とした創薬

イオンチャネルは、あらゆる生物で普
遍的に発現する機能性膜タンパク質であ
り、イオン輸送を介して、生体内環境の
恒常性（ホメオスタシス）を維持してい
ます。そのため、イオンチャネルの機能
異常は疾患（チャネル病）の原因になり
ます。ヒトゲノム中で薬の作用点となり
うるイオンチャネルタンパク質が15％
存在することから、イオンチャネルを標
的とした新規治療薬の開発（創薬）が期
待されています。

私たちは、イオンチャネルの生理機能
や病態での機能変化の解析を、分子・細
胞・組織・臓器・個体の多階層レベルで
統合的に行っています。特に、生体機能
発現に最も重要な細胞内Ca2+シグナル

に関連したCa2+活性化イオンチャネル
やCa2+透過性イオンチャネルに注目し
ています。Ca2+関連イオンチャネルの
生理機能や循環器系難病（肺高血圧症、
門脈圧亢進症、肝線維症など）との関連
を探求し、イオンチャネル標的創薬を目
指しています。

教　授　山村　寿男

講　師　鈴木　良明

助　教　近藤るびい

● イオンチャネル
● 循環器疾患
● カルシウムシグナル
● 血管平滑筋
● 創薬

医療機能薬学専攻
【分子機能薬理学】

肺高血圧症とCa2+関連イオンチャネル

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/ysg/

遺伝情報学分野 Biological Chemistry

RNA代謝研究を通して生命現象の謎を解明する

遺伝情報であるRNAの研究は、ヒト
ゲノム解読以降ますますその重要度を増
しており、いまや分子生物学・生命科学
の中心的位置を占めています。私達は
2007年に、mRNA分解開始機構を世界
に先駆けて解明して以降、mRNAを標
的とした様々な遺伝子発現調節のメカニ
ズムを解明してきました。RNAの代謝、
遺伝子発現はあらゆる生命現象において
根本的に重要な役割を担っているため、
細胞の分化・増殖や老化・がん化・アポ
トーシス、体内時計から学習・記憶と
いったさまざまな生命現象が研究の対象
となります。またこのような生命活動に
おいて必須なはたらきをする因子の多く
は、疾患の原因因子としても多数同定さ

れており、特にがん、プリオン病、脊髄
小脳変性症、統合失調症などの疾患原因
因子を扱うことで、病態形成のメカニズ
ムの解明および疾患治療への応用につな
がる研究成果が期待されます。また、最
近ではウイルスRNAや人工RNAの分解
機構を新たに解明し、mRNA医薬安定
化技術を開発することに成功しました。
mRNA医薬を用いた癌免疫療法やiPS細
胞の作製、ゲノム編集によるウイルス疾
患治療への応用研究も進めています。

教　授　星野　真一

准教授　宇田川　剛

助　教　稲垣　佑都

● 遺伝子発現
● RNA代謝
● 遺伝子治療
● mRNA医薬
● プリオン
● 神経変性疾患

医療機能薬学専攻

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/syk/

薬物動態制御学分野 Biopharmaceutics

トランスポーターの機能を探り、
創薬・薬物療法に役立てる

　体内での薬物動態（吸収、分布、代謝、
排泄）は、薬物の作用部位への到達性を
決定付け、薬効発現に影響する他、副作
用発現にも影響しています。これを踏まえ、
細胞膜を介する薬物の流出入を制御する
各種トランスポーター（膜内在性輸送タ
ンパク質）に注目し、それらの機能及び薬
物動態との関わり等に関する研究に取り
組んでいます。葉酸類の腸管吸収を担う
PCFTを一例として紹介すると、葉酸拮抗
薬であるMTXもPCFTの働きで良く吸収
されるが（70%程度）、PCFTの存在しな
い腸管下部では吸収されません。トランス
ポーターに関する基礎情報の集積は、体
内ないし特定臓器へのドラッグデリバ
リーへのトランスポーターの利用、個人

差等を考慮した投薬計画（用法・用量）の
最適化等に役立つものと期待されます。
この他、トランスポーター機能評価試験
法や薬物動態予測法に関する研究、トラ
ンスポーターの創薬標的としての利用可
能性の探索等にも取り組んでいます。

教　授　湯浅　博昭

講　師　保嶋　智也

助　教　山城　貴弘

● 薬物動態
● トランスポーター
● ドラッグデリバリー
● 薬物速度論
● 投薬計画

医療機能薬学専攻
【臨床薬物動態学】

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/yzg/

病態生化学分野 Biomedical Science

脳の形成と機能を遺伝子レベルで探り、
神経精神疾患に挑む

 人間の脳は無数の神経細胞が整然と配
置されネットワークを形成することで正し
く機能します。よって、脳の形成における
わずかな異常でも、精神神経疾患や発達
障害の原因やリスクになります。しかし、
これらのメカニズムにはまだわからない
ことが数多くあり、脳の疾患を理解・克服
するための障害になっています。
　我々は、脳の形成や機能における遺伝
子の機能を解明し、様々な疾患に対する
画期的治療法の開発につなげることを最
終目的に研究を行っています。遺伝子変
異マウスやヒトゲノム解析の研究から精神
神経疾患や難読症（読字障害）に関わる
遺伝子群が明らかになってきてはいます
が、これらの具体的な機能の解明は遅れ

ています。我々の研究室では、遺伝子改
変技術、タンパク質解析技術、イメージン
グ技術などを駆使し、「なぜ、単一の遺伝
子のわずかな異常が精神神経疾患を引き
起こすのか」という謎に挑んでいます。 教　授　服部　光治

准教授　河野　孝夫

● 脳
● 遺伝子
● タンパク質
● 精神神経疾患
● 発達障害

医療機能薬学専攻
【分子神経科学】

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/bsk/
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細胞情報学分野 Cell Signaling

がんの生物学的特性を解明し
創薬に挑む

　がん細胞はその発生から悪性化、浸潤・
転移に至る過程で様々な生物学的特性を
獲得すると考えられています。この特性は、
がん遺伝子あるいはがん抑制遺伝子に変
異が生じると発現し、がん細胞が増殖・
転移をする上で有利に働きますが、一方
でこれらの特性はがん細胞にとってのア
キレス腱ともなっています。私たちの研
究室では、この特性の獲得に重要な役割
を果たしている転写因子やその標的分子・
制御因子に注目して、がん細胞の増殖や
生存、あるいは細胞死の回避などに果た
す役割や制御メカニズムを解明していま
す。がん関連遺伝子の研究が進み、様々
な分子標的薬が開発されている今でも、
再発や転移能を獲得した難治がんはその

予後が悪いことも知られています。がん
の悪性化のメカニズムを詳細に解明する
ことによって有用な治療標的を見極め、
新たな化合物の合成や治療薬を開発し、
難治がんの治療薬として臨床応用に繋げ
ることを目指して研究を行っています。

教　授　林　　秀敏

准教授　井上　靖道

講　師　宮嶋ちはる

● がん
● 細胞性ストレス
● DNA障害
● 分子標的薬
● p53活性化

医療機能薬学専攻
【ストレス応答制御学】

共同ナノメディシン科学専攻
【機能医薬創成学部門】

病態解析学分野 Pathobiology

医療現場の疑問を研究にいかす
̶病気を知って、病気を治す－

　私たちの研究室では、現在医療現場で
克服できていないさまざまな疾患の未知
な部分を解明し、医療現場に還元する研
究を目指しています。すなわち、病気を知
ること（病態解析）で、病気を治す（治療
法の確立）ことを目標にしています。
　現在取り組んでいるテーマ
は、低体温療法の脳保護メカ
ニズムの解明、新規がん治療
法の開発、血管内皮傷害と疾
患の関連、骨疾患予防の破骨
細胞分化制御といった幅広い
内容です。研究テーマの多くは、
名古屋市立大学病院をはじめ
とする医師との共同研究です。
目の前で疾患に苦しむ患者を

何とかしたいという多忙な医療現場の思
いを、薬学研究の成果によって現実のも
のにしたいと日々研究を重ねています。
　研究室の礎となる、元気で協調性のあ
る若き研究者をさがしています。 教　授　青山　峰芳

助　教　青木　啓将

助　教　鳥内　皐暉

● 脳保護
● グリア
● がん治療
● 血管内皮

医療機能薬学専攻
【臨床病態治療学】

https://pathobiology-phar-ncu.jimdofree.com

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/research_course/res_course17.html
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医療現場の疑問を研究にいかす
̶病気を知って、病気を治す－
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● 脳保護
● グリア
● がん治療
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医療機能薬学専攻
【臨床病態治療学】

https://pathobiology-phar-ncu.jimdofree.com

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/research_course/res_course17.html
レギュラトリーサイエンス分野 Regulatory Science

医薬品の有効性と安全性を見極める

レギュラトリーサイエンスは、医薬品
や食品等の有効性や安全性を客観的に評
価するための科学です。医薬品開発のみ
ならず、医薬品の適正使用や食品等の安
全性評価、生活環境中化学物質の健康影
響評価で中心的な役割を果たしています。

私たちの研究室では次のような研究課
題に取り組んでいます。
◆特異体質性副作用の発症機構の解明と
バイオ・マーカーの探索研究
◆大規模医療情報を用いた副作用発生の
薬剤疫学的研究
◆医薬品の国際共同開発の推進に向けた
民族的要因に関する研究
◆医療情報データベースと機械学習を活
用した副作用予測モデルの開発

教　授　頭金　正博

講　師   安部賀央里

助　教　柴田　侑裕

● 副作用
● 医療情報
● 機械学習
● 臨床試験
● バイオマーカー

医療機能薬学専攻
【医薬品安全性評価学】

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/dse/

神経薬理学分野 Neuropharmacology

「心」の科学の時代の創薬を目指す

　近年、開発が進んでいる新薬の多くが、
精神神経系に作用する薬です。癌や生活
習慣病の研究が、20世紀に急速に発展し
た中で、遅れていた「心」の科学の時代が、
ようやく始まりました。
　私たちの研究室では、さまざまなモデ
ル動物を用いた基礎研究を中心に、「心」
を生み出す高次脳機能の解明を目指して
います。特に、意識・睡眠覚醒・生活リズ
ム・痛み・記憶などの現象に興味を持ち、
その生物学的基盤を、個体レベルの行動
薬理学解析、in vivo, in vitro 電気生理
学解析、さらに分子細胞生物学解析など
を駆使して調べています。また、ヒトの睡
眠障害を対象にした臨床科学・疫学的な
研究開発も進めています。

これらの研究活動から、「心」が生まれる
メカニズムを分子レベルから解き明かし、
現在の医療では予防や治療が困難である
「心」の変調による病気への優れた治療
薬を生み出すことを目指しています。 教　授　粂　　和彦

准教授　冨田　　淳

● 高次脳機能
● 睡眠
● 生物時計
● 慢性疼痛
● 代謝疾患

医療機能薬学専攻
【臨床神経薬理学】

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/neuro/

◆化粧品等の安全性評価に向けたインシ
リコによる動物実験代替法の開発
◆毒性関連データベースと機械学習を用
いた毒性予測手法の開発
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独自のグライコミクス解析

臨床に密接に関連した研究を
やってみたいと思いませんか

 臨床薬学は、臨床薬物動態学、薬物代謝
学、毒性学、医療経済学、医療心理学など
幅広い学問からなる応用学問であり、医療
現場の薬に関する全ての事が研究の対象
となります。私たちは、薬を有効かつ安全
に用いるために、細胞や実験動物を用い
た研究だけでなく、病院や薬局の先生方
との共同研究で健常者や患者の協力を得
て、薬の有効性・安全性に係る因子や要因
の解明を行っています。ヒトiPS細胞から
腸管上皮細胞や脳毛細血管内皮細胞への
分化誘導と臨床薬物動態研究及び安全性
評価への利用、生体模倣モデルの構築、
糖尿病による血管障害の機序と薬物療法
に関する研究、臨床現場に対応する実践
的な薬剤師教育プログラムの開発（地域
連携・リカレント教育部門）等幅広い研究
に取り組んでいます。

教　授　松永　民秀

准教授　岩尾　岳洋
講　師　坡下　真大
講　師　堀　　英生

医療機能薬学専攻
【コミュニティファーマシー学】

【個人差・オーダーメイド医療薬学】
【病院臨床薬剤学】

多階層生命機能解析学分野 Multilevel Biofunctional Analytics

タンパク質や糖鎖が担う生命情報を解読する

　 生体は、核酸、タンパク質、脂質、糖
鎖など様々な生体物質が複雑なシステム
に組み込まれ、様々な生命機能を発揮し
ています。本研究室では、グライコーム
やプロテオームを中心としたオミクスア
プローチを用いて、生体システムを構成
する分子情報のネットワークを理解する
ことを目指しています。また、こうした
ネットワークを構成する生体分子の機能
を、構造生物学、生化学、細胞生物学的
手法などを駆使することで、分子レベル
から細胞レベル、個体レベルに至るまで、
統合的に理解することに取り組みます。
　特に、糖鎖は“ 細胞の顔 ”として様々
な生命現象に関与し、医学や薬学分野で
も注目されている生体分子です。しかし

准教授　矢木　宏和

● オミクス
● 糖鎖生物学
● 細胞生物学
● 分析化学
● バイオ医薬品

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/mbf/

ながら、糖鎖はゲノムに直接コードされ
ていないため、糖鎖の構造を予測するこ
とや発現を制御することは困難です。そ
こで、糖鎖構造解析に基づくアプローチ
法を駆使して、糖鎖の生合成システムを
包括的に理解するとともに、糖鎖が担う生
命情報を解読することを目指しています。

臨床薬学分野（臨床薬学・病院薬剤学） Clinical Pharmacy
https://www.ncu-rinsyo.jp/

 また、医薬品適正使用を実践するために
必要なエビデンスの構築に取り組んでい
ます。特に、副作用、医療費・医療制度、
生活の質（QOL）に関して、安全で安心
な薬物治療や健康増進に直結する研究課
題の解決に注力しています。さらに、得ら
れたエビデンスや理論に基づき、医薬品
適正使用や健康増進への行動変容につな
がる支援・教育の構築、実践および検証
を行っています。

● ヒトiPS細胞
● 生体模倣モデル（MPS）
● 薬剤師教育プログラム
● 医薬品適正使用
● 臨床研究

教　授　鈴木　　匡

教　授　舘　　知也
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的な薬剤師教育プログラムの開発（地域
連携・リカレント教育部門）等幅広い研究
に取り組んでいます。

教　授　松永　民秀

准教授　岩尾　岳洋
講　師　坡下　真大
講　師　堀　　英生

医療機能薬学専攻
【コミュニティファーマシー学】

【個人差・オーダーメイド医療薬学】
【病院臨床薬剤学】

多階層生命機能解析学分野 Multilevel Biofunctional Analytics

タンパク質や糖鎖が担う生命情報を解読する

　 生体は、核酸、タンパク質、脂質、糖
鎖など様々な生体物質が複雑なシステム
に組み込まれ、様々な生命機能を発揮し
ています。本研究室では、グライコーム
やプロテオームを中心としたオミクスア
プローチを用いて、生体システムを構成
する分子情報のネットワークを理解する
ことを目指しています。また、こうした
ネットワークを構成する生体分子の機能
を、構造生物学、生化学、細胞生物学的
手法などを駆使することで、分子レベル
から細胞レベル、個体レベルに至るまで、
統合的に理解することに取り組みます。
　特に、糖鎖は“ 細胞の顔 ”として様々
な生命現象に関与し、医学や薬学分野で
も注目されている生体分子です。しかし

准教授　矢木　宏和

● オミクス
● 糖鎖生物学
● 細胞生物学
● 分析化学
● バイオ医薬品

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/mbf/

ながら、糖鎖はゲノムに直接コードされ
ていないため、糖鎖の構造を予測するこ
とや発現を制御することは困難です。そ
こで、糖鎖構造解析に基づくアプローチ
法を駆使して、糖鎖の生合成システムを
包括的に理解するとともに、糖鎖が担う生
命情報を解読することを目指しています。

臨床薬学分野（臨床薬学・病院薬剤学） Clinical Pharmacy
https://www.ncu-rinsyo.jp/

 また、医薬品適正使用を実践するために
必要なエビデンスの構築に取り組んでい
ます。特に、副作用、医療費・医療制度、
生活の質（QOL）に関して、安全で安心
な薬物治療や健康増進に直結する研究課
題の解決に注力しています。さらに、得ら
れたエビデンスや理論に基づき、医薬品
適正使用や健康増進への行動変容につな
がる支援・教育の構築、実践および検証
を行っています。

● ヒトiPS細胞
● 生体模倣モデル（MPS）
● 薬剤師教育プログラム
● 医薬品適正使用
● 臨床研究

教　授　鈴木　　匡

教　授　舘　　知也

加齢病態制御学分野（連携大学院） Experimental Gerontology

認知症の最大の原因であるアルツハイマー病の発症メカニズムの解明から
先制治療法の開発に取り組んでいます

　加齢病態制御学分野では、健康長寿社
会の構築に貢献するために、アルツハイ
マー病を予防し、発症や症状の進行を遅
延させる治療法の開発に取り組んでいます。
近年、ゲノム、トランスクリプトーム、プロ
テオーム等の大規模なオミクスデータを
利用したデータ駆動型研究が、アルツハイ
マー病研究にも新たな展開をもたらしてい
ます。当研究室では、アルツハイマー病患
者さん由来の臨床、
脳病理、ゲノム、遺伝
子発現データを統合
した情報解析と、ア
ルツハイマー病に特
徴的な脳の病態を再
現するモデル動物を

用いた実験から、アルツハイマー病の発症
前から初期に起こる脳の病変を、遺伝子
ネットワークの変化として捉えることに成
功しました。
　この情報を利用して、アルツハイマー病
の発症メカニズムの理解に基づいた予防
法や、病気の発症や進行を少しでも遅らせ
るための治療薬の開発を進めています。

客員教授  　飯島　浩一

● 認知症
● 神経変性疾患
● 老化

客員准教授　関谷　倫子

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/ysg/index.html

腫瘍制御学分野（連携大学院） Oncology

がんの発生・進展・転移の分子メカニズムを明らかにします

近年、がん化の原因となる遺伝子が数
多く同定され、それらが指令するタンパ
クは細胞の増殖や生存などを制御するシ
グナル伝達系に関与することがわかって
きました。そしてそのようなタンパクを
攻撃する分子標的治療薬や抗体医薬が開
発されていますが、それらが適応となる
症例は決して多くなく、薬剤耐性の獲得
や副作用などからも、
さらなる治療標的の同
定や薬剤耐性を生じに
くい治療法の開発が急
務となっています。

腫瘍制御学分野で
は、がんの発生から転
移に至る悪性化進展に

ついて、1）固形がんの浸潤・転移機
構、がん悪液質の病態生理（青木・藤
下）、2) シグナル分子の制御破綻によ
るがん進展機構、がんエクソソーム分泌
の機構と意義（小根山）を中心に研究を
展開して、新機軸の治療法開発を目指し
ています。

客員教授　小根山千歳

客員准教授　藤下　晃章

客員教授　青木　正博

● がん
● 転移
● 微小環境
● マウスモデル
● エクソソーム

http://www.pref.aichi.jp/cancer-center/ri/index.html
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生命動態制御学分野（連携大学院）
Integrative Science for 

Dynamic Living Systems

動的な生命現象をシステムとして理解する

私達の体を構成する細胞は、細胞外か
ら絶えず様々な入力を感知し、その情報
を細胞内のシグナル伝達分子系により処
理し、適応的な表現型を出力することで
恒常性を維持します。これらのタンパク
質の遺伝子に変異が入ったり、タンパク
質自体が凝集体を形成したりすることで
悪性腫瘍や神経疾患などの疾病の発症に

つながります。私達の分野では、以下の
２点の研究を進めています。青木グルー
プでは、蛍光イメージングによるシグナ
ル伝達系の可視化や光操作を通じて、悪
性腫瘍に関連する細胞内シグナル伝達系
の動的な振る舞いの理解を目指していま
す。奥村グループは、分子動力学計算に
よるタンパク質の立体構造解析を通じて、

タンパク質の折りたた
みの理解と間違って折
りたたまれたことによ
り発病する病気の原因
解明、治療を目指して
います。

客員教授　青木　一洋

客員准教授　奥村　久士

● イメージング
● 分子動力学計算

A. FRETバイオセンサーによるシグナル伝達系の可視化。
B. 分子動力学によるアミロイド線維の凝集。

https://www.excells.orion.ac.jp/

医薬品質保証学分野（連携大学院） Pharmaceutical Quality Science

先端的医薬品と再生医療等製品の迅速な実用化を目指して

新技術を用いた医薬品や再生医療等製
品を安心して臨床で活用するには、未知
のリスクを把握するとともに製品や工程
を最適化するための新たな評価法が必要
となります。医薬品質保証学研究室では
急速に高機能化が進むドラッグデリバ
リーシステム（DDS）製剤や次世代の
医薬として注目を浴びる再生医療等製品
の有効性や安全性について、レギュラト
リーサイエンスの観点からガイドライン
設定や日本薬局方での収載を視野に評価
法を検討し、優れた製品を臨床へ迅速に
届けるための研究をしています。例えば
吸入剤では肺をモデルとした装置による
微粒子サイズ評価法の開発を進めるとと
もに、品質を設計段階から構築していく

ための検討をしています。また、再生医
療等製品の素材として注目を浴びている
iPS細胞には腫瘍形成能があるため、分
化後の最終製品での残存量の評価が極め
て重要です。我々は製品に残存するiPS
細胞の高感度検出法の開発などを通じ、
世界をリードする日本の再生医療に安全
性確保の面から貢献しています。

客員教授　佐藤　陽治

客員准教授　安田　　智

● 品質保証
● 高機能製剤
● 再生医療等製品
● ヒトiPS細胞（左）ヒトiPS細胞のコロニー

（右）ヒトiPS細胞から作った神経前駆細胞：神経前
駆細胞マーカー（赤）、未分化細胞マーカー（緑）

https://www.nagoya-cu.ac.jp/phar/grad/renkei/hinshitsu.html

がん治療学分野（連携大学院） Targeted Cancer Therapy

臨床検体からがんの本態を理解し新たな治療戦略の開発へ

私たちの研究室は、東京のお台場地区
にある（公財）がん研究会内にあります。
会内にはがんの最先端医療が行われてい
るがん研有明病院があり、緊密な連携の
もと、新鮮臨床検体を利用した基礎研
究・応用研究を行っております。がんの
治療には手術・放射線・抗がん剤・分子
標的薬・がん免疫療法・緩和治療等を組
み合わせた集学的治療が重要です。しか
し、ひとくちにがんと言っても、その生
物学的な特性、免疫状態、治療への応答

● 薬剤耐性
● エピゲノム
● 免疫療法
● がん転移制御
● がん多様性

医薬品医療機器審査科学分野（連携大学院）
Regulatory Science for Evaluation of

Pharmaceuticals and Medical Devices
https://www.nagoya-cu.ac.jp/phar/grad/renkei/iryokiki/   

最新の科学知識を医薬品・医療機器の審査に活かす

我が国では、新医薬品や新医療機器、
再生医療等製品の審査は、PMDA（独
立行政法人医薬品医療機器総合機構）に
おいて、厚生労働省との密接な連携のも
と行われている。PMDAでは、審査業
務とともに、健康被害救済業務、安全対
策業務を行っており、これら三業務によ
る総合的なリスクマネジメント、いわゆ

るセーフティトライアングルを通じて、
国民の健康・安全の向上に貢献している。
いずれの業務もその根幹にあるのはレ
ギュラトリーサイエンスの概念である。

本講座では、医薬品、医療機器等の開
発段階から承認審査、市販後の安全対策、
救済制度の流れを概説するとともに、併
せて最近の動向を紹介する。

客員教授　大澤　智子

●PMDA
●医薬品
●医療機器
●セーフティ
 トライアングル
●レギュラトリー
 サイエンス

https://www.nagoya-cu.ac.jp/phar/grad/renkei/cancer-research/

客員教授  　片山　量平

客員教授  　丸山　玲緒

客員准教授　清谷　一馬

性などは、患者さん一人一人で異なっ
ており、より最適な医療を提供するた
めには、各々の病態の違いを正確に理
解した上で治療戦略を構築する必要が
あります。そのために私たちは最先端
の基礎研究を応用し、がんのゲノム・
エピゲノム解析および免疫学的解析を
通して、個々のがんでの遺伝子変異を
標的とした究極の個別化治療の開発を
目指して研究に取り組んでおり、特に
次の4テーマを中心に研究しています。

１．がんの治療薬耐性メカニズムの理解と耐性克服法の探索

２．がんにおける多様性の理解とそれを考慮した治療戦略の構築

３．ゲノム情報に基づく個別化免疫療法の開発に関する研究

４．がんの転移メカニズムの理解と転移制御薬の開発に関する研究
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Integrative Science for 

Dynamic Living Systems
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新技術を用いた医薬品や再生医療等製
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のリスクを把握するとともに製品や工程
を最適化するための新たな評価法が必要
となります。医薬品質保証学研究室では
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届けるための研究をしています。例えば
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微粒子サイズ評価法の開発を進めるとと
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ための検討をしています。また、再生医
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会内にはがんの最先端医療が行われてい
るがん研有明病院があり、緊密な連携の
もと、新鮮臨床検体を利用した基礎研
究・応用研究を行っております。がんの
治療には手術・放射線・抗がん剤・分子
標的薬・がん免疫療法・緩和治療等を組
み合わせた集学的治療が重要です。しか
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ており、より最適な医療を提供するた
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解した上で治療戦略を構築する必要が
あります。そのために私たちは最先端
の基礎研究を応用し、がんのゲノム・
エピゲノム解析および免疫学的解析を
通して、個々のがんでの遺伝子変異を
標的とした究極の個別化治療の開発を
目指して研究に取り組んでおり、特に
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１．がんの治療薬耐性メカニズムの理解と耐性克服法の探索

２．がんにおける多様性の理解とそれを考慮した治療戦略の構築

３．ゲノム情報に基づく個別化免疫療法の開発に関する研究

４．がんの転移メカニズムの理解と転移制御薬の開発に関する研究
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創薬基盤科学研究所／共同利用・共同研究拠点
文部科学省共同利用・共同研究拠点として、大学発の創薬（新しい薬の開発）を目指し、多くの研究者が集う
名古屋市立大学大学院薬学研究科は、アカデミア創薬の
先駆と言うべき、喜谷喜徳名誉教授が開発された抗ガン剤
オキサリプラチン生誕の地であり、これまでに多くの医薬
品開発に貢献してきました。このような伝統を踏まえ、薬
学研究科の創薬関連の技術を結集し、大学発の創薬を行う
研究所として、創薬基盤科学研究所が平成23年に共同利
用研究施設内に設立されました。以後、本学のリソース・
特徴を生かしながら創薬基盤形成を進めてきました。そし
て、平成27年からはシーズ探索部門、創薬支援合成・イ
ンシリコ創薬部門、薬効スクリーニング部門、次世代創
薬・個別化医療部門、薬物動態・薬物送達部門、安全性評
価部門、臨床試験部門の７部門からなる体制とし、組織、
人材、設備の面での充実を図り、特に社会的ニーズの大き
い「がん」と「神経疾患」を中心に、創薬の入口から出口
までをカバーする研究所として再出発しました。その結
果、平成28年には、文部科学省の「共同利用・共同研究
拠点」に、本研究所が「創薬基盤科学技術開発研究拠点」

オキサリプラチンは、シスプラチンなどと同じ白金系抗がん剤の１つで、名古屋市立大学薬学部の研究から誕生した
薬です。様々な白金錯体に関する抗がん作用の研究から、当時の喜谷教授らによって開発されました。特に大腸がんの
治療に効果が高い抗がん剤として、欧米や日本で使用されています。

名古屋市立大学で生まれた薬 ： オキサリプラチン

Operettaハイコンテンツイメージングシステム
生体組織や培養細胞の顕微鏡写真の撮影、イメージ解析、デー
タベースを含むシステム

Micro Shot 706
創薬候補化合物溶液や創薬標的物質溶液を高速で自
動的に分注するための装置

NMR (JNM-ECZ500R)
化合物の分子構造や分子間の相互作用などを解析す
るための装置

Discovery Studio
ターゲットタンパク質の同定やリード化合物の最適
化などを行うためのモデリング・シミュレーション
システム

として、認可されました。ここ数年、化合物スクリーニン
グによる新薬開発に注力し、成果を上げています。イオン
チャネルやトランスポーターを標的としたスクリーニング
系、ヒトiPS細胞由来腸管上皮細胞を用いたスクリーニン
グ系、小胞体ストレスで活性化される酵素のスクリーニン
グ系、mRNAの安定性評価に関するスクリーニング系、
細胞外ATP加水分解酵素のスクリーニング系などユニーク
な系を開発し、実用化されています。さらに公的化合物ラ
イブラリーに加えて、製薬企業との連携によるドラッグラ
イクなライブラリーの導入、高知県立牧野植物園との連携
によるミャンマー、ソロモン諸島の天然植物由来抽出物ラ
イブラリーの導入を行い、ヒット化合物も見出されていま
す。このような創薬スクリーニングを一つの核として、創
薬基盤科学研究所では、国内の大学や公的研究機関だけで
なく、海外や企業の研究機関との共同研究も活発に行なっ
ています。

エアシャワーを浴びてＳＰＦ区域へ SPF区域における動物飼育と管理

附 属 研 究 施 設 の 紹 介
総合情報センター田辺通分館（図書館）

総合情報センターは情報システム部門（滝子キャンパ
ス）と、学術情報部門（各キャンパスの図書館）の２部門
から構成されています。薬学部／薬学研究科で学び、研究
する方々のために専門学術書（薬学、化学、生物学、生化
学、分子生物学などの幅広い資料）や学術雑誌を所蔵し、
学習の場を提供する図書館が「総合情報センター田辺通分
館」です。総合情報センター田辺通分館は、薬学部キャン
パスの全面建替えに伴って新校舎に引越し、生まれ変わり
ました。平成25年１月から、新しい図書館を皆さんに利
用していただいています。

近年、専門学術誌はコンピュータ上で閲覧できる電子
ジャーナルが増えています。本学でも、図書館に直接足を
運ばなくても学内のパソコンから閲覧できる電子ジャーナ
ルの種類が充実しつつあります。また、最新の情報はもち
ろんのこと、大学図書館の大切な機能の一つである「資料
の蓄積保存」にも力をいれています。新しい図書館に引っ
越しましたが、古い情報まで遡って入手することができま
す。是非田辺通分館の書庫内を探索してみてください。

相互貸借サービス：希望の文献について、全国の大学図書
館の蔵書や、海外の図書館の蔵書を探して、資料を借りた
りコピーを取り寄せたりすることができます。

『My Library』：図書館サービスをインターネット上で利
用できます。ご自宅のパソコンから総合情報センターの
ポータル画面を通じて、希望図書のリクエスト、相互貸借
の申込み、貸出期限の延長手続きなどができます。
16台のパソコンと自習スペース：閲覧室の座席やグルー
プ研究室など、館内には自習スペースが用意されています。
特に試験の時期にはフル活用されています。学生向けにパ
ソコンが16台設置されており、研究室に所属される前の
学生は、ここでスキャナやプリンタを利用することができ
ます。レポート作成や講義に必要な情報検索に活躍します。

過去から現在、そして未来へと様 な々情報に出会える場所

薬用植物園

実験動物飼育施設

薬用植物園には、日本薬局方収載の生薬の原料となる植
物を中心に、漢方薬の原料となる植物、西洋ハーブなど、
代表的な薬用植物（草本植物約300種、木本植物約70種）
が栽培・展示されています。これらの植物展示は、薬学部
生に対する生薬学、漢方薬物治療学などの講義を補い、薬
用植物や生薬についての生きた知識を学ぶために非常に重
要な施設となっています。また、遺伝子資源保護と開発と
いう立場から、貴重な薬用植物資源の収集、保存にも取り
組んでいます。

実験動物飼育施設は、全国の大学の中でも有数な
充実度を誇っています。施設内はSPF（Specific 
Pathogen Free）区域とコンベンショナル区域と
に別れており、それぞれ研究の用途に応じて利用さ
れています。

薬用植物園はキャンパス内に3,460㎡の面積を占め、展
示目的に合わせていくつかの区画に分かれています。様々
な標本植物が展示植栽されている標本園、遊歩道の周囲に
自然状態で植物を植えている自然植生区、水辺や湿地に生
育する植物をまとめた水生・湿生植物区などがあり、温室
も設置されています。薬用植物園は、住宅やビルが建ち並
ぶ大都市に位置する本キャンパスにおいて、緑豊かなオア
シスの役割も果たしており、野鳥やタヌキもしばしば訪れ
ます。

原則として一般公開はしていませんが、毎年春と秋に各２
日間ずつ、市民公開講座を開催して植物園を見学できる機会
を設けており、毎回、多くの名古屋市民の方に見学に来てい
ただいています。最近では、近隣の市立小学校の授業の一環
としても薬用植物園見学が取り入れられ、名古屋市立大学と
地域住民との接点としての機能も果たしています。

貴重な学習の場であり、キャンパスのオアシスでもある

動物実験を適切に行うための施設

春の市民公開講座
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創薬基盤科学研究所／共同利用・共同研究拠点
文部科学省共同利用・共同研究拠点として、大学発の創薬（新しい薬の開発）を目指し、多くの研究者が集う
名古屋市立大学大学院薬学研究科は、アカデミア創薬の
先駆と言うべき、喜谷喜徳名誉教授が開発された抗ガン剤
オキサリプラチン生誕の地であり、これまでに多くの医薬
品開発に貢献してきました。このような伝統を踏まえ、薬
学研究科の創薬関連の技術を結集し、大学発の創薬を行う
研究所として、創薬基盤科学研究所が平成23年に共同利
用研究施設内に設立されました。以後、本学のリソース・
特徴を生かしながら創薬基盤形成を進めてきました。そし
て、平成27年からはシーズ探索部門、創薬支援合成・イ
ンシリコ創薬部門、薬効スクリーニング部門、次世代創
薬・個別化医療部門、薬物動態・薬物送達部門、安全性評
価部門、臨床試験部門の７部門からなる体制とし、組織、
人材、設備の面での充実を図り、特に社会的ニーズの大き
い「がん」と「神経疾患」を中心に、創薬の入口から出口
までをカバーする研究所として再出発しました。その結
果、平成28年には、文部科学省の「共同利用・共同研究
拠点」に、本研究所が「創薬基盤科学技術開発研究拠点」

オキサリプラチンは、シスプラチンなどと同じ白金系抗がん剤の１つで、名古屋市立大学薬学部の研究から誕生した
薬です。様々な白金錯体に関する抗がん作用の研究から、当時の喜谷教授らによって開発されました。特に大腸がんの
治療に効果が高い抗がん剤として、欧米や日本で使用されています。

名古屋市立大学で生まれた薬 ： オキサリプラチン

Operettaハイコンテンツイメージングシステム
生体組織や培養細胞の顕微鏡写真の撮影、イメージ解析、デー
タベースを含むシステム

Micro Shot 706
創薬候補化合物溶液や創薬標的物質溶液を高速で自
動的に分注するための装置

NMR (JNM-ECZ500R)
化合物の分子構造や分子間の相互作用などを解析す
るための装置

Discovery Studio
ターゲットタンパク質の同定やリード化合物の最適
化などを行うためのモデリング・シミュレーション
システム

として、認可されました。ここ数年、化合物スクリーニン
グによる新薬開発に注力し、成果を上げています。イオン
チャネルやトランスポーターを標的としたスクリーニング
系、ヒトiPS細胞由来腸管上皮細胞を用いたスクリーニン
グ系、小胞体ストレスで活性化される酵素のスクリーニン
グ系、mRNAの安定性評価に関するスクリーニング系、
細胞外ATP加水分解酵素のスクリーニング系などユニーク
な系を開発し、実用化されています。さらに公的化合物ラ
イブラリーに加えて、製薬企業との連携によるドラッグラ
イクなライブラリーの導入、高知県立牧野植物園との連携
によるミャンマー、ソロモン諸島の天然植物由来抽出物ラ
イブラリーの導入を行い、ヒット化合物も見出されていま
す。このような創薬スクリーニングを一つの核として、創
薬基盤科学研究所では、国内の大学や公的研究機関だけで
なく、海外や企業の研究機関との共同研究も活発に行なっ
ています。

エアシャワーを浴びてＳＰＦ区域へ SPF区域における動物飼育と管理

附 属 研 究 施 設 の 紹 介
総合情報センター田辺通分館（図書館）

総合情報センターは情報システム部門（滝子キャンパ
ス）と、学術情報部門（各キャンパスの図書館）の２部門
から構成されています。薬学部／薬学研究科で学び、研究
する方々のために専門学術書（薬学、化学、生物学、生化
学、分子生物学などの幅広い資料）や学術雑誌を所蔵し、
学習の場を提供する図書館が「総合情報センター田辺通分
館」です。総合情報センター田辺通分館は、薬学部キャン
パスの全面建替えに伴って新校舎に引越し、生まれ変わり
ました。平成25年１月から、新しい図書館を皆さんに利
用していただいています。

近年、専門学術誌はコンピュータ上で閲覧できる電子
ジャーナルが増えています。本学でも、図書館に直接足を
運ばなくても学内のパソコンから閲覧できる電子ジャーナ
ルの種類が充実しつつあります。また、最新の情報はもち
ろんのこと、大学図書館の大切な機能の一つである「資料
の蓄積保存」にも力をいれています。新しい図書館に引っ
越しましたが、古い情報まで遡って入手することができま
す。是非田辺通分館の書庫内を探索してみてください。

相互貸借サービス：希望の文献について、全国の大学図書
館の蔵書や、海外の図書館の蔵書を探して、資料を借りた
りコピーを取り寄せたりすることができます。

『My Library』：図書館サービスをインターネット上で利
用できます。ご自宅のパソコンから総合情報センターの
ポータル画面を通じて、希望図書のリクエスト、相互貸借
の申込み、貸出期限の延長手続きなどができます。
16台のパソコンと自習スペース：閲覧室の座席やグルー
プ研究室など、館内には自習スペースが用意されています。
特に試験の時期にはフル活用されています。学生向けにパ
ソコンが16台設置されており、研究室に所属される前の
学生は、ここでスキャナやプリンタを利用することができ
ます。レポート作成や講義に必要な情報検索に活躍します。

過去から現在、そして未来へと様 な々情報に出会える場所

薬用植物園

実験動物飼育施設

薬用植物園には、日本薬局方収載の生薬の原料となる植
物を中心に、漢方薬の原料となる植物、西洋ハーブなど、
代表的な薬用植物（草本植物約300種、木本植物約70種）
が栽培・展示されています。これらの植物展示は、薬学部
生に対する生薬学、漢方薬物治療学などの講義を補い、薬
用植物や生薬についての生きた知識を学ぶために非常に重
要な施設となっています。また、遺伝子資源保護と開発と
いう立場から、貴重な薬用植物資源の収集、保存にも取り
組んでいます。

実験動物飼育施設は、全国の大学の中でも有数な
充実度を誇っています。施設内はSPF（Specific 
Pathogen Free）区域とコンベンショナル区域と
に別れており、それぞれ研究の用途に応じて利用さ
れています。

薬用植物園はキャンパス内に3,460㎡の面積を占め、展
示目的に合わせていくつかの区画に分かれています。様々
な標本植物が展示植栽されている標本園、遊歩道の周囲に
自然状態で植物を植えている自然植生区、水辺や湿地に生
育する植物をまとめた水生・湿生植物区などがあり、温室
も設置されています。薬用植物園は、住宅やビルが建ち並
ぶ大都市に位置する本キャンパスにおいて、緑豊かなオア
シスの役割も果たしており、野鳥やタヌキもしばしば訪れ
ます。

原則として一般公開はしていませんが、毎年春と秋に各２
日間ずつ、市民公開講座を開催して植物園を見学できる機会
を設けており、毎回、多くの名古屋市民の方に見学に来てい
ただいています。最近では、近隣の市立小学校の授業の一環
としても薬用植物園見学が取り入れられ、名古屋市立大学と
地域住民との接点としての機能も果たしています。

貴重な学習の場であり、キャンパスのオアシスでもある

動物実験を適切に行うための施設

春の市民公開講座
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先端薬学研究施設／共用機器センター

先端薬学研究施設は、大学院薬学研究科の各研究室が共
同で利用できる、様々な高度解析装置を設置し、常に最先
端の研究が効率よく推進できる環境を整えています。これ
らの装置の一部は学外の研究者にも解放されています。共
同利用施設には、遺伝子組換え・放射線・実験動物を用い
た研究が行える高度な研究施設が整っています。

これらの施設は、大学院薬学研究科・薬学部における生
命科学研究を強力に推進するだけでなく、研究を通して健
康科学の発展に貢献できる人材を育成する目的にも活用さ
れています。

最新の機器・充実の設備で、最先端の研究に挑む

先端薬学研究施設・共用機器センターに設置されている
機器（一部）

・DNAシーケンサー（DNA塩基配列を決定する装置）
・リアルタイムPCRシステム（RNA発現量の定量を行う装置）
・質量分析装置
　（化合物やタンパク質の質量を正確に求めて構造を解析する装置）
・フローサイトメーター/セルソーター
　（特定の種類の細胞だけを解析・分離する装置）
・共焦点レーザー蛍光顕微鏡システム
　（細胞・組織の蛍光断層画像を撮影する装置）

共焦点レーザー顕微鏡システム
レーザービームを用いた共焦点方式の走査型蛍光顕微鏡で、光軸（z軸）方
向の分解能がすぐれているため、厚みのあるサンプルの断層像から３次元的
構造を構築することができる。

HPLC-MS/MS

MALDI-TOF質量分析計

DNAシーケンサー

本施設には、全国の大学の中でも有数の設備が整ってお
り、生物種や実験の用途に幅広く応じて利用できます。ウ
イルス・細菌などの微生物から、マウス・ヒトなど真核生
物の試料まで、取り扱う生物試料の種類や組換える遺伝子
の 安 全 性 に 応 じ て、適 切 な 管 理 を 行 え る 実 験 施 設

（BSL2、BSL3実験室）です。遺伝子実験施設は、癌、心・
脳血管疾患、感染症、痴呆、糖尿病、肥満、アレルギーな
ど発症原因や薬の薬効発現・制御に関係する遺伝子の研究
に利用されています。

遺伝子組換え実験を安全に行うことができる実験施設

遺伝子実験施設

放射線管理施設

本施設は、放射性同位元素（RI）実験を安全に行うため
の専用施設です。 RIは、基礎科学から医療など様々な分野
で幅広く利用されており、薬学領域における基礎研究や医
薬品の開発等においても有用な研究手法となっています。
施設内には、放射線核種に対応した実験室やP2レベル遺
伝子実験室、RIの放射活性の定量測定やイメージングによ

放射性物質を使った実験を安全・確実に行い、管理することができる実験施設

る画像解析を行う機器などが備えられており、多様なニー
ズに対応可能な研究支援体制が整っています。

一方、本施設では、全てのRIが厳しい法規制の下、適正
に管理されており、その利用者には、毎年、健康診断の受
診と教育訓練の受講が義務付けられています。
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東海薬学教育コンソーシアム

　文部科学省「戦略的大学連携支援事業」に名古屋市立大学が代表校となり東海地区11大学で申請した事業「6年制薬学教育を
主軸とする薬系・医系・看護系大学による広域総合教育連携」が平成20年度に採択され、平成22年度まで連携事業を行ってまい
りました。文部科学省の支援が終了した平成23年度以降も、東海4県の薬系7大学を中心に連携体制を維持し、各部会等におけ
る人的交流（大学・県薬剤師会・県病院薬剤師会など）の成果および開発した教育プログラムを有効利用し、地域全体として薬学
教育水準を高め、医療に貢献できる優れた学生を輩出できることを目指しています。

　優れた医療人の養成には、医学・薬学・看護学等の連携が重要
です。本コンソーシアムでは、東海地区全ての薬系大学が参画し、
また、東海4県の各薬剤師会、病院薬剤師会の協力もいただき、
医療薬学・薬剤師教育プログラムを共同で推進することを目的と
しています。 
　プロジェクト代表校の名古屋市立大学大学院薬学研究科では、
事務局として東海臨床薬学教育連携センターを設置し、運営委員
会等の会議や各種講演会の開催、開発した臨床薬学教育プログラ
ムの運用などを行っています。

医療に貢献できる優れた学生を輩出することをめざして

取組目的と組織体制

教 育・研 究 関 連 事 業
名古屋市立大学東海薬剤師生涯学習センター

　薬剤師に期待される社会のニーズは劇的に変化してきてい
ます。薬剤師業務がチーム医療や在宅医療に広がり、薬物療
法をより有効により経済的にそしてより安全に実施すること
が薬剤師の重要な責務となっています。それに対応するため
薬学部は6年制となり、薬学部に新しい施設や教材そして教
員が整備されました。新しい薬剤師の職能拡大に向けて研修
が必要なのは、すでに薬学部や薬学研究科を卒業して現場で
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義配信を行っています。本講義コースは大学から最新の学術
的情報を発信することを目指しており、大学の特色ある講師
陣による講義を提供しています。本講座では少人数による
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「チーム医療に貢献する
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先端薬学研究施設／共用機器センター

先端薬学研究施設は、大学院薬学研究科の各研究室が共
同で利用できる、様々な高度解析装置を設置し、常に最先
端の研究が効率よく推進できる環境を整えています。これ
らの装置の一部は学外の研究者にも解放されています。共
同利用施設には、遺伝子組換え・放射線・実験動物を用い
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先端薬学研究施設・共用機器センターに設置されている
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共焦点レーザー顕微鏡システム
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向の分解能がすぐれているため、厚みのあるサンプルの断層像から３次元的
構造を構築することができる。
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本施設には、全国の大学の中でも有数の設備が整ってお
り、生物種や実験の用途に幅広く応じて利用できます。ウ
イルス・細菌などの微生物から、マウス・ヒトなど真核生
物の試料まで、取り扱う生物試料の種類や組換える遺伝子
の 安 全 性 に 応 じ て、適 切 な 管 理 を 行 え る 実 験 施 設

（BSL2、BSL3実験室）です。遺伝子実験施設は、癌、心・
脳血管疾患、感染症、痴呆、糖尿病、肥満、アレルギーな
ど発症原因や薬の薬効発現・制御に関係する遺伝子の研究
に利用されています。

遺伝子組換え実験を安全に行うことができる実験施設

遺伝子実験施設

放射線管理施設

本施設は、放射性同位元素（RI）実験を安全に行うため
の専用施設です。 RIは、基礎科学から医療など様々な分野
で幅広く利用されており、薬学領域における基礎研究や医
薬品の開発等においても有用な研究手法となっています。
施設内には、放射線核種に対応した実験室やP2レベル遺
伝子実験室、RIの放射活性の定量測定やイメージングによ

放射性物質を使った実験を安全・確実に行い、管理することができる実験施設

る画像解析を行う機器などが備えられており、多様なニー
ズに対応可能な研究支援体制が整っています。

一方、本施設では、全てのRIが厳しい法規制の下、適正
に管理されており、その利用者には、毎年、健康診断の受
診と教育訓練の受講が義務付けられています。
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国際交流協定締結校での研究研修

国際学会発表支援制度

国 際 交 流

　2022年10月27日～ 10月30日にマイアミで開催された
23rd ISSM Scientific Meeting（第23回国際性機能学会学術
会議）に参加させていただきました。世界中から多くの研究者が
集い、基礎研究から臨床研究まで連日多くの発表が行われていま
した。発表内容もレベルが高く、特に基礎研究では勃起不全

（ED）の新規治療ターゲットに関する報告が多く、今後の研究の
参考になりました。
　学会では神経性EDモデルラットに対し、NORD-1を投与した
後に赤色光を照射すると勃起機能が改善されることを口頭発表で
報告しました。また、神経性EDに対する新たな治療薬として間
葉系幹細胞から内容成分のみを抽出した非細胞性製剤「骨髄由来
幹細胞濾液（BSCL）」の有効性を見出し、神経性EDモデルラッ
トに対してBSCLを投与すると勃起機能が改善することをポス
ター発表で報告しました。
　第23回国際性機能学会学術会議に参加して、自分の研究に興
味を持っていただいた方と意見を交わすことができ、非常に貴重
な体験になりました。基礎研究の口頭発表のセッションでは誰も
が気軽に質問ができる雰囲気で、多く
の研究者と議論することができまし
た。しかし同時に英語力の至らなさ
や、知識不足であることも非常に強く
感じました。
　この学会に参加できたことは自分の
大きな自信にもなり、新たな目標を明
確にし、モチベーションを高めること
ができました。これからの研究生活で
は、今回得られた経験や自信を活か
し、日々取り組んでまいりたいと思い
ます。

本学では、大学院生を対象に「国際学会発表支援制度」を充実させています。海外の国際学会で自ら発表する学生には、旅費および滞在
費が支援されます。世界の研究者の前で、みなさんの研究成果を発表してみませんか！

令和５年博士課程修了
医療機能薬学専攻　病院薬剤学分野

森 泰毅
　私は、2022年10月19－22日に米国で開 催され た「The 
Globalization of Pharmaceutics Education Network 
(GPEN)2022」に国際学会支援制度を利用して参加し、ポスター
発表を行いました。この学会は、ドラッグデリバリーシステムや
薬物動態といった薬剤学の分野について、世界中の研究者と議論
を交わす学会です。学会中は、世界中の人々が発表時だけでなく、
ブレイクタイムにも研究の話をしており、朝から晩まで活発に議
論を行っているのが印象的でした。
　私は、経鼻投与を介して難水溶性薬物を脳へ効率的にデリバリ
－するための製剤技術について、発表しました。私の発表には、
様々な国の研究者が興味を持って下さり、盛んに議論を行なうこ
とができました。また、様々な分野の専門家の方々から質問やア
ドバイスを頂くことができたため、自分の研究をこれまでにない
視点から見ることができたことは、大変貴重な経験となりました。
　今回、初めての国際学会への参加ということもあり、英語で研
究内容の説明やディスカッションを行なうことに、大変苦労しま
した。特にディスカッションでは、自分の言いたいことを相手に
スムーズに伝えることができず、英語力の低さを痛感しました。
また、学会では、著名な先生方の講演を聞き、他国の研究者と議
論を行なうことができたので、研究へのモチベーションが刺激さ
れました。今後も
このような国際的
な場に積極的に参
加し、自分の研究
を世界に発信した
り、最先端の知見
を学んだりしたい
と思いました。

博士課程４年
医療機能薬学専攻　薬物送達学分野

諏訪部 晋

名古屋市立大学は、南カリフォルニア大学薬学部（米国）、ミシガン大学薬学部（米国）、瀋陽薬科大学（中国）、中国薬科大学（中国）、
天津中医薬大学（中国）、黒竜江中医薬大学（中国）、台北医学大学（台湾）、香港大学医学部薬学科（香港）、香港浸会大学中医薬学部（香港）、
ハジェテペ大学（トルコ）、サントトーマス大学（フィリピン）、マネージメント科学大学（マレーシア）と、大学間または学部間で学術交
流協定を締結しており、教員が相互に行き来して研究の交流をしています。大学院生も短期間の研究研修が出来る機会があります。

南カリフォルニア大学薬学部 瀋陽薬科大学 香港大学 ハジェテペ大学

（１）グローバル未来都市共創に資する次世代研究者エンパワメントプログラム（下図）

　国立研究開発法人科学技術振興機構の事業「次世代研究者挑戦的研究プログラム」に採択されたプログラムで、博士課程お
よび博士後期課程の大学院生に月額１５万円（返済不要）が支給されます。また、研究費として年間40万円以上（研究内容等
によって変わる）が支給されます。

文部科学省の「科学技術イノベーション創出に向けた大学フェローシップ創設事業」に採択されたプログラムで、博士課程およ
び博士後期課程の大学院生に月額１５万円（返済不要）が支給されます。研究費は年間２０万円です。（１）と異なり、このフェ
ローシップでは薬学研究科と医学研究科の大学院生だけが支援を受けることができます。

どちらの制度でも、採用された大学院生は、自身の研究を深めるとともに、様々な経験を積むことおよび研究を補完する能力
を向上させることができます。例えば、実践的な英語プレゼンテーションのコースを履修したり、自身の研究に関する話題を市
民に伝えるアウトリーチ活動に参加したり、海外や企業でのインターンシップに参加したりしています。上記二つの制度は令和
５年度入学生でいったん終了しますが、後継のプログラムに引き継がれます。また、他にも、国や各種財団等による制度もあり、
薬学研究科では半数以上の学生が月額１５万円以上の経済援助を得ています。
これからのグローバル社会では、博士学位は非常に大きな意味を持つようになります。大学も応援しますので是非、博士課程・
博士後期課程への進学を検討してください。

（２）医療創薬デザイン人材養成フェローシップ

大学院生の支援と能力向上のためのプログラム

　名古屋市立大学には、大学院生（特に、博士課程および博士後期課程）を経済的に援助し、研究力に加え様々な能力を向上さ
せるための様々な制度があります。以下に現在の代表的な制度を二つご紹介します。
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国際交流協定締結校での研究研修

国際学会発表支援制度

国 際 交 流

　2022年10月27日～ 10月30日にマイアミで開催された
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ター発表で報告しました。
　第23回国際性機能学会学術会議に参加して、自分の研究に興
味を持っていただいた方と意見を交わすことができ、非常に貴重
な体験になりました。基礎研究の口頭発表のセッションでは誰も
が気軽に質問ができる雰囲気で、多く
の研究者と議論することができまし
た。しかし同時に英語力の至らなさ
や、知識不足であることも非常に強く
感じました。
　この学会に参加できたことは自分の
大きな自信にもなり、新たな目標を明
確にし、モチベーションを高めること
ができました。これからの研究生活で
は、今回得られた経験や自信を活か
し、日々取り組んでまいりたいと思い
ます。

本学では、大学院生を対象に「国際学会発表支援制度」を充実させています。海外の国際学会で自ら発表する学生には、旅費および滞在
費が支援されます。世界の研究者の前で、みなさんの研究成果を発表してみませんか！

令和５年博士課程修了
医療機能薬学専攻　病院薬剤学分野

森 泰毅
　私は、2022年10月19－22日に米国で開 催され た「The 
Globalization of Pharmaceutics Education Network 
(GPEN)2022」に国際学会支援制度を利用して参加し、ポスター
発表を行いました。この学会は、ドラッグデリバリーシステムや
薬物動態といった薬剤学の分野について、世界中の研究者と議論
を交わす学会です。学会中は、世界中の人々が発表時だけでなく、
ブレイクタイムにも研究の話をしており、朝から晩まで活発に議
論を行っているのが印象的でした。
　私は、経鼻投与を介して難水溶性薬物を脳へ効率的にデリバリ
－するための製剤技術について、発表しました。私の発表には、
様々な国の研究者が興味を持って下さり、盛んに議論を行なうこ
とができました。また、様々な分野の専門家の方々から質問やア
ドバイスを頂くことができたため、自分の研究をこれまでにない
視点から見ることができたことは、大変貴重な経験となりました。
　今回、初めての国際学会への参加ということもあり、英語で研
究内容の説明やディスカッションを行なうことに、大変苦労しま
した。特にディスカッションでは、自分の言いたいことを相手に
スムーズに伝えることができず、英語力の低さを痛感しました。
また、学会では、著名な先生方の講演を聞き、他国の研究者と議
論を行なうことができたので、研究へのモチベーションが刺激さ
れました。今後も
このような国際的
な場に積極的に参
加し、自分の研究
を世界に発信した
り、最先端の知見
を学んだりしたい
と思いました。

博士課程４年
医療機能薬学専攻　薬物送達学分野

諏訪部 晋

名古屋市立大学は、南カリフォルニア大学薬学部（米国）、ミシガン大学薬学部（米国）、瀋陽薬科大学（中国）、中国薬科大学（中国）、
天津中医薬大学（中国）、黒竜江中医薬大学（中国）、台北医学大学（台湾）、香港大学医学部薬学科（香港）、香港浸会大学中医薬学部（香港）、
ハジェテペ大学（トルコ）、サントトーマス大学（フィリピン）、マネージメント科学大学（マレーシア）と、大学間または学部間で学術交
流協定を締結しており、教員が相互に行き来して研究の交流をしています。大学院生も短期間の研究研修が出来る機会があります。

南カリフォルニア大学薬学部 瀋陽薬科大学 香港大学 ハジェテペ大学
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製薬関連企業・研究職 大日本住友製薬、沢井製薬

進 路
博士前期（修士）課程修了者の進路

進路決定率

100％
進路決定率

１００％

令和元年～３年度

博士後期課程（創薬生命科学専攻）
修了者（博士学位取得者）の進路

令和元年～３年度

大学院修了者のうち企業への就職を希望する
学生の大半が製薬関連企業の研究職または開
発職などに就職します。

大学院博士後期課程（創薬生命科学専攻、３年制）
の修了者の多くは、大学や製薬関連企業で、教育・
研究職に従事し、指導的な役割を担います。

製薬関連企業・研究職
日本新薬、大塚製薬、塩野義製薬、中外製薬、
マルホ、ロート製薬、ラクオリア創薬、千寿製薬、
EAファーマ、日本点眼薬研究所、三和化学研究所

製薬関連企業・
開発職、CRO

第一三共RDノバーレ、塩野義製薬、中外製薬、
小野薬品工業、エーザイ、興和、バイエル薬品、
キッセイ薬品、日本新薬、久光製薬、協和キリン、
アルフレッサファーマ、マルホ、富士製薬工業、
富士薬品、新日本科学PPD、康龙化成新药技术、
トーアエイヨー、イーピーエス、リニカル、
シミック、CACクロア、エイツーヘルスケア、
IQVIAサービシーズジャパン、シーポック

製薬関連企業・
品質管理、技術職

エーザイ、ニプロファーマ、
生命科学インスティテュート、ベルシステム24

製薬関連企業・
営業職、 その他

第一三共、中外製薬、
日本ベーリンガーインゲルハイム、ファイザー、
アッヴィ、シーユーシー

食品・化学・化粧品・
医療機器関連企業

花王、サーモフィッシャーサイエンティフィック、
関東化学、三洋化成工業、日立ハイテク、
日本メナード化粧品、アピ、アンズコーポレーション、
東ソー、スペラネクサス、タカラバイオ、
ジャパンテスティングラボラトリーズ、
伊那食品工業、日本農業

大学院等進学

名古屋市立大学大学院薬学研究科、
名古屋大学大学院工学研究科、
名古屋大学大学院医学研究科、
東京大学大学院薬学系研究科、
大阪大学大学院医学研究科、
大阪市立大学大学院医学研究科、
ニューヨーク州立大学

製薬関連企業・研究職
武田薬品工業、第一三共、小野薬品工業、
アステラス製薬、興和、日本たばこ産業、MSD、
イナリサーチ、名古屋エアゾール

公的機関 医薬品医療機器総合機構、愛知県

病院薬剤師 公立陶生病院、さくら総合病院（旧課程卒業生）

進路決定率

100％

博士後期課程（共同ナノメディシン科学専攻）
修了者（博士学位取得者）の進路

令和元年～３年度

大学院博士後期課程（共同ナノメディシン科学専
攻、３年制）の修了者も、製薬関連企業で研究職
に従事し、指導的な役割を担います。

進路決定率

100％

博士課程（医療機能薬学専攻）
修了者（博士学位取得者）の進路

令和元年～３年度

大学院博士課程（医療機能薬学専攻、４年制）の修了者
の多くは、大学での教育・研究職や、大学病院等に就職
し、指導的な役割を担います。製薬関連企業でも、薬剤
師と博士号の両方の資格を活かせる職があります。

大学教員・研究職 名古屋市立大学

製薬関連企業・研究職 塩野義製薬、中外製薬

公的機関 医薬品医療機器総合機構

病院薬剤師 名古屋市立大学病院、
東京ベイ・浦安市川医療センター

その他
野村総合研究所、アライズアナリティクス、
デロイトトーマツコンサルティング、
WDBエウレカ、メディカルノート、
アビームコンサルティング

この３年間に、公的機関に就職した修了者はいませんでした。

大学教員・研究職 京都大学、北海道大学、崇城大学、
ブリティシュコロンビア大学

製薬関連企業・
研究職

製薬関連企業・
開発職

製薬関連企業・学術職
製薬関連企業・品質管理, 技術職製薬関連企業・

営業職, その他

食品・化学・
化粧品・医療機器
関連企業

大学院・博士後期
課程進学

その他

在学生からのメッセージ

在学生からのメッセージ在学生からのメッセージ

私は博士前期課程を修了した後、臨床開発職として製
薬企業に入社しました。社会人3年目から、仕事を続けつ
つ博士後期課程に入学し、学部・博士前期課程時に所属し
た臨床薬学分野に在籍中です。

私が進学を決意した理由は、「開発職でも博士号を取
得した方が良いと考えるため」です。社会人になった後に
気づいたことですが、日本では博士号を取得せずに開発
職として就職することが一般的であるのに対し、米国や
ヨーロッパでは開発職の多くが医師または博士号保有者
です。これは、世界では開発職も臨床やサイエンスの素養
が高いレベルで必要とされることの証明だと思います。実
際、業務においても研究所の方と議論する場面が多く、
日々サイエンスの重要性を感じています。私は大学院での
研究を通してサイエンスの素養を深めつつ博士号を取得
し、世界で活躍できる開発職として、新薬を待つ患者さん
に貢献していきたいと考えています。開発職での就職を検
討されている方がいらっしゃれば、社会人博士課程学生も、
将来の選択肢の一つとしていかがでしょうか。

博士後期課程３年
創薬生命科学専攻
臨床薬学分野

水野　翔太

私は学部時代、私立大学の工学部で有機材料の合成研
究に取り組みましたが、研究を進める中で「天然物のよう
な複雑な化合物を自分の手で合成してみたい！実際に合成
できたら絶対に楽しい!」と考えるようになりました。同
級生のほとんどは進学せずに就職したことに加え、工学か
ら薬学へと大学院から分野が変わることに不安もありまし
た。しかし、「やりたいことをしたい」という自分の気持
ちに嘘はつけず、「有機合成化学を追求する」という志の
もと、大学院進学を決意しました。

開発中の反応を自ら完成させたかったこと、その先に
ある念願だった合成研究もしてみたかったことに加え、何
より「将来有機合成を職にして生きていきたい」という願
望から博士後期課程への進学を決めました。おかげで、全
合成や構造活性相関など様々な研究にも携わることができ、
充実した日々を送っています。

大学院では、現在の研究内容を突き詰めることも、専
門分野を変えて新たな挑戦をすることもできます。どの分
野にもそれぞれ面白さはあると思うので、自分が本当にや
りたいことに挑戦し、研究生活を楽しみましょう！

皆さんは、薬学部卒業後というと、どのような進路を
思い浮かべるでしょうか。大学院進学が選択肢にある方は
どれほどいらっしゃるでしょう。

現在のところ、薬剤師を目指す６年制薬学生にとって
進学はメジャーではありません。研究者になるのでなけれ
ば大学院に行く必要はないのでしょうか？そんなことはあ
りません。近年は臨床・研究の両方の経験を持つ薬剤師が
望まれており、大学院での学びは薬剤師としての可能性を
広げる大きな強みとなるでしょう。

このパンフレットを見ているということは、あなたは
もしかすると、大学院に少し興味をもっている方でしょう
か。研究大好きという方、大学院に行きましょう！研究面
白いかもという方、大学院に行きましょう！自信がなかっ
たとしても、新たな学びや発見を楽しめる気持ちがあれば
大丈夫です。経済面においても、以前よりも奨学金制度は
充実していますので、是非前向きに検討してみてください。

博士課程3年
医療機能薬学専攻
細胞分子薬効解析学分野

藤原 萌園

I graduated from the Hacettepe University, 
Department of Pharmacy in Turkey. I always have 
been interested in the brain and aging, and I joined 
the Neuropharmacology Department. I came to 
Japan in November 2020, when the COVID-19 
situation was very serious. It was stressful but 
since the day I arrived, I was welcomed very well. 
Even if the classes were held online, I was glad to 
go to the lab and work on the fruit flies. I worked on 
sleep and aging; how diet and other environmental 
or genetic factors affect it. I am now continuing 
my studies as a Ph.D. student in ENPHAS 
program, and I believe that my knowledge and 
practical skills will be further enhanced. In the 
future, I hope to be one of the leaders in this field 
and get more answers about sleep and healthy 
aging.

博士後期課程１年
創薬生命科学専攻
神経薬理学分野

GARIBAĞAOĞLU RABIA   

在学生からのメッセージ

博士後期課程３年
創薬生命科学専攻
薬品合成化学分野

安藤 龍志

在 学 生 からのメッセージ
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製薬関連企業・研究職 大日本住友製薬、沢井製薬

進 路
博士前期（修士）課程修了者の進路

進路決定率

100％
進路決定率

１００％

令和元年～３年度

博士後期課程（創薬生命科学専攻）
修了者（博士学位取得者）の進路

令和元年～３年度

大学院修了者のうち企業への就職を希望する
学生の大半が製薬関連企業の研究職または開
発職などに就職します。

大学院博士後期課程（創薬生命科学専攻、３年制）
の修了者の多くは、大学や製薬関連企業で、教育・
研究職に従事し、指導的な役割を担います。

製薬関連企業・研究職
日本新薬、大塚製薬、塩野義製薬、中外製薬、
マルホ、ロート製薬、ラクオリア創薬、千寿製薬、
EAファーマ、日本点眼薬研究所、三和化学研究所

製薬関連企業・
開発職、CRO

第一三共RDノバーレ、塩野義製薬、中外製薬、
小野薬品工業、エーザイ、興和、バイエル薬品、
キッセイ薬品、日本新薬、久光製薬、協和キリン、
アルフレッサファーマ、マルホ、富士製薬工業、
富士薬品、新日本科学PPD、康龙化成新药技术、
トーアエイヨー、イーピーエス、リニカル、
シミック、CACクロア、エイツーヘルスケア、
IQVIAサービシーズジャパン、シーポック

製薬関連企業・
品質管理、技術職

エーザイ、ニプロファーマ、
生命科学インスティテュート、ベルシステム24

製薬関連企業・
営業職、 その他

第一三共、中外製薬、
日本ベーリンガーインゲルハイム、ファイザー、
アッヴィ、シーユーシー

食品・化学・化粧品・
医療機器関連企業

花王、サーモフィッシャーサイエンティフィック、
関東化学、三洋化成工業、日立ハイテク、
日本メナード化粧品、アピ、アンズコーポレーション、
東ソー、スペラネクサス、タカラバイオ、
ジャパンテスティングラボラトリーズ、
伊那食品工業、日本農業

大学院等進学

名古屋市立大学大学院薬学研究科、
名古屋大学大学院工学研究科、
名古屋大学大学院医学研究科、
東京大学大学院薬学系研究科、
大阪大学大学院医学研究科、
大阪市立大学大学院医学研究科、
ニューヨーク州立大学

製薬関連企業・研究職
武田薬品工業、第一三共、小野薬品工業、
アステラス製薬、興和、日本たばこ産業、MSD、
イナリサーチ、名古屋エアゾール

公的機関 医薬品医療機器総合機構、愛知県

病院薬剤師 公立陶生病院、さくら総合病院（旧課程卒業生）

進路決定率

100％

博士後期課程（共同ナノメディシン科学専攻）
修了者（博士学位取得者）の進路

令和元年～３年度

大学院博士後期課程（共同ナノメディシン科学専
攻、３年制）の修了者も、製薬関連企業で研究職
に従事し、指導的な役割を担います。

進路決定率

100％

博士課程（医療機能薬学専攻）
修了者（博士学位取得者）の進路

令和元年～３年度

大学院博士課程（医療機能薬学専攻、４年制）の修了者
の多くは、大学での教育・研究職や、大学病院等に就職
し、指導的な役割を担います。製薬関連企業でも、薬剤
師と博士号の両方の資格を活かせる職があります。

大学教員・研究職 名古屋市立大学

製薬関連企業・研究職 塩野義製薬、中外製薬

公的機関 医薬品医療機器総合機構

病院薬剤師 名古屋市立大学病院、
東京ベイ・浦安市川医療センター

その他
野村総合研究所、アライズアナリティクス、
デロイトトーマツコンサルティング、
WDBエウレカ、メディカルノート、
アビームコンサルティング

この３年間に、公的機関に就職した修了者はいませんでした。

大学教員・研究職 京都大学、北海道大学、崇城大学、
ブリティシュコロンビア大学

製薬関連企業・
研究職

製薬関連企業・
開発職

製薬関連企業・学術職
製薬関連企業・品質管理, 技術職製薬関連企業・

営業職, その他

食品・化学・
化粧品・医療機器
関連企業

大学院・博士後期
課程進学

その他

在学生からのメッセージ

在学生からのメッセージ在学生からのメッセージ

私は博士前期課程を修了した後、臨床開発職として製
薬企業に入社しました。社会人3年目から、仕事を続けつ
つ博士後期課程に入学し、学部・博士前期課程時に所属し
た臨床薬学分野に在籍中です。

私が進学を決意した理由は、「開発職でも博士号を取
得した方が良いと考えるため」です。社会人になった後に
気づいたことですが、日本では博士号を取得せずに開発
職として就職することが一般的であるのに対し、米国や
ヨーロッパでは開発職の多くが医師または博士号保有者
です。これは、世界では開発職も臨床やサイエンスの素養
が高いレベルで必要とされることの証明だと思います。実
際、業務においても研究所の方と議論する場面が多く、
日々サイエンスの重要性を感じています。私は大学院での
研究を通してサイエンスの素養を深めつつ博士号を取得
し、世界で活躍できる開発職として、新薬を待つ患者さん
に貢献していきたいと考えています。開発職での就職を検
討されている方がいらっしゃれば、社会人博士課程学生も、
将来の選択肢の一つとしていかがでしょうか。

博士後期課程３年
創薬生命科学専攻
臨床薬学分野

水野　翔太

私は学部時代、私立大学の工学部で有機材料の合成研
究に取り組みましたが、研究を進める中で「天然物のよう
な複雑な化合物を自分の手で合成してみたい！実際に合成
できたら絶対に楽しい!」と考えるようになりました。同
級生のほとんどは進学せずに就職したことに加え、工学か
ら薬学へと大学院から分野が変わることに不安もありまし
た。しかし、「やりたいことをしたい」という自分の気持
ちに嘘はつけず、「有機合成化学を追求する」という志の
もと、大学院進学を決意しました。

開発中の反応を自ら完成させたかったこと、その先に
ある念願だった合成研究もしてみたかったことに加え、何
より「将来有機合成を職にして生きていきたい」という願
望から博士後期課程への進学を決めました。おかげで、全
合成や構造活性相関など様々な研究にも携わることができ、
充実した日々を送っています。

大学院では、現在の研究内容を突き詰めることも、専
門分野を変えて新たな挑戦をすることもできます。どの分
野にもそれぞれ面白さはあると思うので、自分が本当にや
りたいことに挑戦し、研究生活を楽しみましょう！

皆さんは、薬学部卒業後というと、どのような進路を
思い浮かべるでしょうか。大学院進学が選択肢にある方は
どれほどいらっしゃるでしょう。

現在のところ、薬剤師を目指す６年制薬学生にとって
進学はメジャーではありません。研究者になるのでなけれ
ば大学院に行く必要はないのでしょうか？そんなことはあ
りません。近年は臨床・研究の両方の経験を持つ薬剤師が
望まれており、大学院での学びは薬剤師としての可能性を
広げる大きな強みとなるでしょう。

このパンフレットを見ているということは、あなたは
もしかすると、大学院に少し興味をもっている方でしょう
か。研究大好きという方、大学院に行きましょう！研究面
白いかもという方、大学院に行きましょう！自信がなかっ
たとしても、新たな学びや発見を楽しめる気持ちがあれば
大丈夫です。経済面においても、以前よりも奨学金制度は
充実していますので、是非前向きに検討してみてください。

博士課程3年
医療機能薬学専攻
細胞分子薬効解析学分野

藤原 萌園

I graduated from the Hacettepe University, 
Department of Pharmacy in Turkey. I always have 
been interested in the brain and aging, and I joined 
the Neuropharmacology Department. I came to 
Japan in November 2020, when the COVID-19 
situation was very serious. It was stressful but 
since the day I arrived, I was welcomed very well. 
Even if the classes were held online, I was glad to 
go to the lab and work on the fruit flies. I worked on 
sleep and aging; how diet and other environmental 
or genetic factors affect it. I am now continuing 
my studies as a Ph.D. student in ENPHAS 
program, and I believe that my knowledge and 
practical skills will be further enhanced. In the 
future, I hope to be one of the leaders in this field 
and get more answers about sleep and healthy 
aging.

博士後期課程１年
創薬生命科学専攻
神経薬理学分野

GARIBAĞAOĞLU RABIA   

在学生からのメッセージ

博士後期課程３年
創薬生命科学専攻
薬品合成化学分野

安藤 龍志

在 学 生 からのメッセージ
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金沢大学　
がん進展制御研究所
がん・老化生物学研究分野　教授　
平成20年　博士後期課程修了

城村 由和

卒業生からのメッセージ

 薬学部での研究活動を通して研究のおもしろさや社会
的重要性に魅了された私は、名市大薬学部を卒業後、同
大学院に進学し博士号を取得しました。その後、米国国
立がん研究所では、博士研究員として細胞周期制御の基
本原理に関する研究を行いました。帰国後は、名市大大
学院医学研究科や東京大学医科学研究所の助教として、
現在の私の中心的な研究テーマである細胞老化に関する
研究を行い、現在に至っております。これまで20年ほど
研究に携わってきましたが、大学院時代の友人や国際学
会で知り合った外国人研究者との共同研究を通じて、が
んや老化のメカニズムの解明に貢献することができまし
た。がんを含めた多くの疾病の原因解明や治療法の開発
が待ち望まれている中、物理系、化学系、生物系、そし
て医療系の研究室を有する薬学部で培った幅広い知識
や実験手法がその問題解決に非常に役に立ちます。多く
の熱意をもった方が研究の世界に入ってこられ、世界中
の多くの研究者と切磋琢磨して、これらの難問に立ち向
かっていって欲しいと思います。

医薬基盤・健康・栄養研究所
ワクチン・アジュバント研究センター
免疫老化プロジェクト
研究員 (学振特別研究員)
平成31年　博士課程修了

野木森 拓人

私は６年制薬学科を卒業後、博士課程に進学しました。
学部生時代には病院や薬局などの臨床現場で約半年間の
実務実習を行い、薬剤師としての実臨床を学びました。
一方で、学部４年次より遺伝情報学分野に所属し、分子
生物学を主とする基礎研究に従事しました。臨床と基礎
研究の両者を学ぶ中で、より創薬への思いが強くなり博
士課程への進学を決意しました。博士課程では特に、
mRNAワクチンなどの外来のRNAが細胞内でどのように
分解制御されているか、といった分子メカニズムの解明
に取り組んでいました。現在は大学院時代に培った知識
を活かし、サル実験動物検体やヒト臨床検体を用いて新
規ワクチン開発などの臨床応用に取り組んでいます。

研究を行なっていく上で、専門性はもちろんですが、
広い視野で物事を捉えられる能力が必要だと思います。
６年制から博士課程に進学する人はまだまだ少ないかと
思いますが、実臨床に向けた教育と研究環境の両方が
整っている名市大薬で研究に励み、ご自身の挑戦したい
ことを是非見つけてください。

名古屋市立大学　
大学院薬学研究科
生命分子構造学分野　講師
平成22年　博士後期課程修了

矢木 真穂

 私は薬学研究科博士後期課程を修了後、学振研究員、英
国ケンブリッジ大学博士研究員、分子科学研究所助教を
経て、2022年より現職となりました。分子科学的アプ
ローチによるタンパク質の動的構造研究を専門としてい
ます。
　大学院進学は研究生活への第一歩です。大学院では、
未だ解明されていない生命科学の謎に挑んだり、医薬品
の新規創製に取り組んだりと、非常に興味深い最先端の
研究に携わることができます。研究を行う毎日は、試行
錯誤の連続ですが、成功も失敗も含めて常に新しい発見
と変化に富み、知的探究心が刺激されます。研究は一筋
縄ではいかない大変さもありますが、とてもやりがいが
あり、楽しいものだと思います。皆さんには大学院とい
う環境・時間を最大限に有効活用し、友人、先輩、後輩
らと“切磋琢磨”してほしいと思います。さらに、必要
な知識や技術を身につけるだけに留まらず、好奇心・探
究心・向上心を持って、“主体的かつ論理的に研究に取り
組む力”、そして“研究を楽しむ力”を是非養ってほしい
と思います。

卒業生からのメッセージ

卒 業 生 からのメッセージ

卒業生からのメッセージ

名古屋市立大学　
大学院医学研究科
臨床薬剤学分野　教授
名古屋市立大学病院薬剤部　部長
平成9年　博士後期課程修了

日比 陽子

私は、令和4年4月に名古屋市立大学大学院医学研究科
の教授・薬剤部長に就任しました。名古屋市立大学は令和
5年に大きな名古屋市立大学医学部附属病院群を形成し、
5病院が力を合わせて名古屋医療圏の発展と優秀な医療人
の育成に努めていきます。

私は博士の学位を取得して基礎研究者として働き始めま
したが、医学研究者との交流を通して臨床の重要性に気づ
き、薬剤師となりました。当時はまだ学位を持つ薬剤師は
それほど多くありませんでしたが、今では研究をおこなう
博士薬剤師も増えてきました。大学病院では学位を持つ医
師が多いので、彼らと共同研究を行う際には博士であるこ
とが好都合です。また、薬剤師のキャリア形成としての専
門・指導薬剤師の資格取得にも原著論文を出していること
が必須です。業績を積んだ博士薬剤師は後に大学病院薬剤
部の役職者や次世代の薬剤師を育成する大学教員となっ
ていきます。

皆さんも博士薬剤師となり他の医療者と共に医療の革新
に努めてください。未来を創るのは、あなたたちです！
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卒業生からのメッセージ

中外製薬株式会社
研究本部創薬化学研究部
平成30年　博士前期課程修了

陰 未来

　私は薬学研究科博士前期課程を修了後、中外製薬に入
社し、創薬化学研究部にて中分子創薬に携わっています。
在学中は有機合成化学分野に所属し、天然物の全合成研
究や反応開発を行っていました。現在は、薬の種となる
ヒット化合物から臨床候補化合物へと導くべく、活性・
薬物動態等の改善に向けた化合物設計と検体合成を主に
行っています。在学中に行っていた合成と比べると中分
子の合成は未知の領域でしたが、名市大で身につけた専
門知識や実験技術は大いに役立っており、設計した化合
物をいかに短期間で効率よく合成できるか、どのような
化合物を作れば活性や薬物動態が改善できるのかを戦略
的に考えて創薬研究を進めることができています。
　メディシナルケミストは有機合成の専門知識だけでな
く、薬理や薬物動態等、他の専門分野の研究員と同じ土
俵で議論するために様々な専門知識が必要です。皆さん
も名市大で様々なことに興味を持ち、見分を広げ、新し
いことに挑戦し続けてください。

私は在学中、がんや自己免疫疾患などの治療に使用さ
れている抗体医薬品の構造と機能の関連についての研究に
取り組んでいました。2021年３月に博士学位取得後、
同年4月からカナダのブリティッシュコロンビア大学にて
研究員として働いています。現在は在学中に取り組んでい
た研究分野とは大きく異なる合成生物学・発生生物学分野
で、哺乳動物の細胞系譜を追跡する新たな技術の開発やゲ
ノム編集に用いるDNA連結技術の開発に取り組んでいま
す。
これまでとは異なる研究分野かつ異国での生活では困

難に感じることや日々悩みは尽きませんが、それら以上に
新しい発見や学びが多く、刺激的で楽しい研究生活を送っ
ています。大学院での生活は研究活動や実習等忙しくなる
かと思いますが、是非失敗を恐れず様々なことに挑戦して
みてください。そして将来、研究や医療の現場で活躍でき
るよう名市大の先生方や先輩後輩と支え合い、充実した学
生生活を送ってください。

私は博士課程を修了後、名古屋大学医学部附属病院で
薬剤師として働いています。病院での薬剤師の仕事は調剤、
監査、病棟業務、治験関連業務など多岐に渡り、専門性も
がんや感染症、小児、妊婦・授乳婦専門薬剤師など様々で
すが、患者さんにとってより良い、安心な医療を提供する
という信念を持って、医師や看護師、多くのコメディカル
の方と協力しながら日々奮闘しています。また、より良い
医療の実現のために未知の医薬品相互作用の調査や既存薬
物治療における副作用対策などの臨床研究、大学院在学中
に培った技術を活かし、新薬開発を目指した病態解明研究
などの基礎研究も精力的に行なっています。
大学院薬学研究科では、薬学に関連した高度な専門知

識や様々な技能・技術が習得可能なだけではなく、自ら研
究を推し進める能力を身につけることができます。製薬企
業などの創薬の現場や、病院や薬局などの臨床の現場、ど
んな場所でも大学院で学んだことは大いに役立つと思いま
す。大学院で様々な経験をし、大きく成長する皆さんを応
援しています。

私は在学中レギュラトリーサイエンス分野に所属し、
ある医薬品の副作用の作用機序の解明をテーマに研究を
行っていました。研究は苦労の連続でしたが、先生方や先
輩、後輩のサポートにより一つずつ乗り越え、研究対象の
医薬品に関する新たな知見が明らかになる度にやりがいを
感じると共に、新薬の開発に興味を持ち始めました。この
経験や当時の研究室に在籍されていた社会人の方、また製
薬企業に勤められている研究室の先輩方から臨床開発の話
を伺い、医薬品の候補となる薬剤に有効性や安全性等に関
わる情報＝価値を付加して医薬品として上市させ、患者さ
んの健康に貢献できる臨床開発職で働きたいと考えるよう
になり、現在製薬企業の臨床開発部で仕事をしています。
実際に臨床試験に携わり、新薬を待ち望む患者さんのため
に一日でも早く新薬を届けたいという思いの下、日々業務
に従事しております。名市大で今後の社会生活の糧になる
ような知識や経験を習得し、ご自身の将来・キャリアを切
り拓いていってください。

アステラス製薬株式会社
日本・アジア臨床開発第1部
平成29年　博士前期課程修了

田近 聡幸

ブリティッシュコロンビア大学
研究員
令和３年　博士後期課程修了

與語 理那

名古屋大学
医学部附属病院薬剤部　特任助教
名古屋大学
医学系研究科精神疾患病態解明学
平成31年　博士課程修了　

奥村 啓樹

卒業生からのメッセージ

金沢大学　
がん進展制御研究所
がん・老化生物学研究分野　教授　
平成20年　博士後期課程修了

城村 由和

卒業生からのメッセージ

 薬学部での研究活動を通して研究のおもしろさや社会
的重要性に魅了された私は、名市大薬学部を卒業後、同
大学院に進学し博士号を取得しました。その後、米国国
立がん研究所では、博士研究員として細胞周期制御の基
本原理に関する研究を行いました。帰国後は、名市大大
学院医学研究科や東京大学医科学研究所の助教として、
現在の私の中心的な研究テーマである細胞老化に関する
研究を行い、現在に至っております。これまで20年ほど
研究に携わってきましたが、大学院時代の友人や国際学
会で知り合った外国人研究者との共同研究を通じて、が
んや老化のメカニズムの解明に貢献することができまし
た。がんを含めた多くの疾病の原因解明や治療法の開発
が待ち望まれている中、物理系、化学系、生物系、そし
て医療系の研究室を有する薬学部で培った幅広い知識
や実験手法がその問題解決に非常に役に立ちます。多く
の熱意をもった方が研究の世界に入ってこられ、世界中
の多くの研究者と切磋琢磨して、これらの難問に立ち向
かっていって欲しいと思います。

医薬基盤・健康・栄養研究所
ワクチン・アジュバント研究センター
免疫老化プロジェクト
研究員 (学振特別研究員)
平成31年　博士課程修了

野木森 拓人

私は６年制薬学科を卒業後、博士課程に進学しました。
学部生時代には病院や薬局などの臨床現場で約半年間の
実務実習を行い、薬剤師としての実臨床を学びました。
一方で、学部４年次より遺伝情報学分野に所属し、分子
生物学を主とする基礎研究に従事しました。臨床と基礎
研究の両者を学ぶ中で、より創薬への思いが強くなり博
士課程への進学を決意しました。博士課程では特に、
mRNAワクチンなどの外来のRNAが細胞内でどのように
分解制御されているか、といった分子メカニズムの解明
に取り組んでいました。現在は大学院時代に培った知識
を活かし、サル実験動物検体やヒト臨床検体を用いて新
規ワクチン開発などの臨床応用に取り組んでいます。

研究を行なっていく上で、専門性はもちろんですが、
広い視野で物事を捉えられる能力が必要だと思います。
６年制から博士課程に進学する人はまだまだ少ないかと
思いますが、実臨床に向けた教育と研究環境の両方が
整っている名市大薬で研究に励み、ご自身の挑戦したい
ことを是非見つけてください。

名古屋市立大学　
大学院薬学研究科
生命分子構造学分野　講師
平成22年　博士後期課程修了

矢木 真穂

 私は薬学研究科博士後期課程を修了後、学振研究員、英
国ケンブリッジ大学博士研究員、分子科学研究所助教を
経て、2022年より現職となりました。分子科学的アプ
ローチによるタンパク質の動的構造研究を専門としてい
ます。
　大学院進学は研究生活への第一歩です。大学院では、
未だ解明されていない生命科学の謎に挑んだり、医薬品
の新規創製に取り組んだりと、非常に興味深い最先端の
研究に携わることができます。研究を行う毎日は、試行
錯誤の連続ですが、成功も失敗も含めて常に新しい発見
と変化に富み、知的探究心が刺激されます。研究は一筋
縄ではいかない大変さもありますが、とてもやりがいが
あり、楽しいものだと思います。皆さんには大学院とい
う環境・時間を最大限に有効活用し、友人、先輩、後輩
らと“切磋琢磨”してほしいと思います。さらに、必要
な知識や技術を身につけるだけに留まらず、好奇心・探
究心・向上心を持って、“主体的かつ論理的に研究に取り
組む力”、そして“研究を楽しむ力”を是非養ってほしい
と思います。

卒業生からのメッセージ

卒 業 生 からのメッセージ

卒業生からのメッセージ

名古屋市立大学　
大学院医学研究科
臨床薬剤学分野　教授
名古屋市立大学病院薬剤部　部長
平成9年　博士後期課程修了

日比 陽子

私は、令和4年4月に名古屋市立大学大学院医学研究科
の教授・薬剤部長に就任しました。名古屋市立大学は令和
5年に大きな名古屋市立大学医学部附属病院群を形成し、
5病院が力を合わせて名古屋医療圏の発展と優秀な医療人
の育成に努めていきます。

私は博士の学位を取得して基礎研究者として働き始めま
したが、医学研究者との交流を通して臨床の重要性に気づ
き、薬剤師となりました。当時はまだ学位を持つ薬剤師は
それほど多くありませんでしたが、今では研究をおこなう
博士薬剤師も増えてきました。大学病院では学位を持つ医
師が多いので、彼らと共同研究を行う際には博士であるこ
とが好都合です。また、薬剤師のキャリア形成としての専
門・指導薬剤師の資格取得にも原著論文を出していること
が必須です。業績を積んだ博士薬剤師は後に大学病院薬剤
部の役職者や次世代の薬剤師を育成する大学教員となっ
ていきます。

皆さんも博士薬剤師となり他の医療者と共に医療の革新
に努めてください。未来を創るのは、あなたたちです！
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名古屋薬学校開校（1890年4月 愛知薬学校に改称）
愛知高等薬学校開校
名古屋薬学専門学校開校
名古屋市に移管、名古屋市立名古屋薬学専門学校に改称
名古屋薬科大学（新制）開学
名古屋市議会において名古屋薬科大学と名古屋女子医科大学を統合して、名古屋市立大学とする決議案
名古屋市立大学設置（新薬学部入学定員80名）
薬学部位置変更（鳴海町から市内瑞穂区田辺通3-1、および同区萩山1-11へ）
医学部進学課程設置に伴い、同課程及び薬学一般教育系列の教育を行う教養部を設置
薬学部に薬学専攻科設置（入学定員9名）（1961年3月廃止）
大学院薬学研究科修士課程（入学定員26名 ）設置
教養部の一部および学生部を、山の畑キャンパスへ移転（田辺通キャンパスから）
薬学部を田辺通キャンパスへ統合
大学院薬学研究科博士課程（入学定員13名 ）設置
薬学部薬学科入学定員を100名（従前80名）に増員
薬学部製薬学科増設（入学定員 薬学科60名、製薬学科40名）
大学院薬学研究科を前期（修士）課程と後期課程に区分した博士課程とする
薬学部薬学科入学定員を50名（従前60名）に減員し、薬学部製薬学科入学定員を50名（従前40名）に増員
大学院薬学研究科前期課程入学定員を45名（従前26名）に増員
南カリフォルニア大学薬学部（アメリカ合衆国）と学術交流協定を締結
薬学部先端薬学研究施設、共同利用研究施設完成
教養部廃止
大学院薬学研究科の専攻を再編し、入学定員を前期課程72名（従前45名）、後期課程を18名（従前13名）に増員
大学院薬学研究科の部局化
南京医科大学（中国）と学術交流協定を締結
名古屋市立大学の独立行政法人化
薬学部に6年制課程の薬学科（定員60名）と4年制課程の生命薬科学科（定員40名）を設置
薬学部実習棟完成
薬学部研究棟完成
大学院薬学研究科博士前期課程（定員36名）を設置
瀋陽薬科大学（中国）と学術交流協定を締結
大学院薬学研究科博士課程（定員6名）および大学院薬学研究科博士後期課程（定員8名）を設置
名古屋工業大学との共同大学院（共同ナノメディシン科学専攻、定員４名）を設置
薬学部講義棟、図書・厚生棟の完成により新キャンパス完成
黒竜江中医薬大学（中国）と学術交流協定を締結
ハジェテペ大学（トルコ）と学術交流協定を締結
大学院薬学研究科の秋入学（10月入学）を開始
ミシガン大学薬学部（アメリカ合衆国）と学術交流協定を締結
香港浸会大学中医薬学部(香港)と学術交流協定を締結
梨花女子大学薬学部(韓国)と学術交流協定を締結
香港大学医学部薬学科(香港)と学術交流協定を締結 
天津中医薬大学(中国)と学術交流協定を締結
中国薬科大学(中国)と学術交流協定を締結
大学院博士前期課程入学定員を42名（従前36名）、博士課程を10名（従前6名）にそれぞれ増員
マネージメント科学大学（マレーシア）と学術交流協定を締結
台北医学大学(台湾)と学術交流協定を締結
入学定員を薬学部薬学科65名（従前60名）、生命薬科学科50名（従前40名）、大学院博士前期課程を47名（従前42名）に増員
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▲昭和13年実習

▲昭和33年校舎全景

▲昭和35年校舎
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医学部進学課程設置に伴い、同課程及び薬学一般教育系列の教育を行う教養部を設置
薬学部に薬学専攻科設置（入学定員9名）（1961年3月廃止）
大学院薬学研究科修士課程（入学定員26名 ）設置
教養部の一部および学生部を、山の畑キャンパスへ移転（田辺通キャンパスから）
薬学部を田辺通キャンパスへ統合
大学院薬学研究科博士課程（入学定員13名 ）設置
薬学部薬学科入学定員を100名（従前80名）に増員
薬学部製薬学科増設（入学定員 薬学科60名、製薬学科40名）
大学院薬学研究科を前期（修士）課程と後期課程に区分した博士課程とする
薬学部薬学科入学定員を50名（従前60名）に減員し、薬学部製薬学科入学定員を50名（従前40名）に増員
大学院薬学研究科前期課程入学定員を45名（従前26名）に増員
南カリフォルニア大学薬学部（アメリカ合衆国）と学術交流協定を締結
薬学部先端薬学研究施設、共同利用研究施設完成
教養部廃止
大学院薬学研究科の専攻を再編し、入学定員を前期課程72名（従前45名）、後期課程を18名（従前13名）に増員
大学院薬学研究科の部局化
南京医科大学（中国）と学術交流協定を締結
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大学院薬学研究科博士前期課程（定員36名）を設置
瀋陽薬科大学（中国）と学術交流協定を締結
大学院薬学研究科博士課程（定員6名）および大学院薬学研究科博士後期課程（定員8名）を設置
名古屋工業大学との共同大学院（共同ナノメディシン科学専攻、定員４名）を設置
薬学部講義棟、図書・厚生棟の完成により新キャンパス完成
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梨花女子大学薬学部(韓国)と学術交流協定を締結
香港大学医学部薬学科(香港)と学術交流協定を締結 
天津中医薬大学(中国)と学術交流協定を締結
中国薬科大学(中国)と学術交流協定を締結
大学院博士前期課程入学定員を42名（従前36名）、博士課程を10名（従前6名）にそれぞれ増員
マネージメント科学大学（マレーシア）と学術交流協定を締結
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薬 学 研 究 科  キ ャン パ ス の 紹 介
　本学では、田辺通キャンパスの全面的な建て替えが平成19年

度末から行われ、実習棟、研究棟、講義棟、図書・厚生棟が順次

建設され、平成25年7月にキャンパス広場や駐車・駐輪場を含め

全て完成しました。

● キャンパスモール
キャンパスモールは2層吹き抜けとし、キャンパス広場に面して全
面ガラス張りとして、広がりのある明るく快適な空間となってい
ます。断熱性に優れたペアガラスの採用、外気と地中の温度差を
活用するアースチューブの設置、自然換気システムの導入など省
エネルギー化を図っています。

● 講義棟・大講義室
キャンパスモールからガラス扉越しに講義風景が垣間見える解放
的なつくりになっています。LEDダウンライトおよび天井間接照
明による柔らかい光により、授業に必要な明るさを確保していま
す。また、前列席およびステージへアクセスするスロープが設置
され、車いすの方にも利用しやすいつくりになっています。

● 研究棟
北館と南館それぞれ6階建ての2棟からなり、現在約20ある薬学
研究科の研究室がはいっています。各研究室には最新の研究機器
が導入され、より高度な研究が可能です。また、P2実験室、共用機
器室、NMR室などの共同利用の研究施設もおかれ、充実した研究
環境となっています。さらに、研究スペースの柔軟的な活用を行う
ために、各階に競争的研究スペースが配置されるなどの工夫もさ
れています。そのほか、ピロティ、ロビー、中庭や各階に設けられた
ラウンジなども斬新なデザイン、設計が施されています。

● 実習棟
３階建ての実習棟は、基礎薬学の実習室（化学系実習室、物理・
生物系実習室）のほか、６年制薬学教育に対応した模擬薬局、
OSCE室、CBT室からなります。各種実習のための最新機器に加
え、効率的に実習をすすめるためのAV設備、各実習室を映像録
画できるネットワークカメラシステムを完備しています。また、１
階ホールは２層吹き抜け、全面ガラス張りとなっており、明るく開
放的な空間となっています。

（1）高度な教育・研究に対応できる施設及び環境を整備
（2）周辺環境を考慮して、住宅地・薬草園側は低層建物とし、外構計画や建物デ

ザインについて景観的に配慮
（3）薬剤師養成の教育を充実するため、新たに必要となる模擬薬局等の実習室、

演習室等の施設を整備

設備の特徴
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アドミッション・ポリシー
◆博士前期課程
■ 理念・目的・教育目標

薬学研究科は、薬学領域の幅広い知識とそれに基づく深い専門性を修得し、革新的研究を目指し生命薬学、創薬科学、環境衛生薬学、医療薬学に携わる創造性豊
な卓越した能力を有する研究者・技術者の養成を目指している。また、広い視野と高い倫理観を持ち教育、行政及び医療現場等で活躍できる卓越した能力を有する
人材の養成も目指している。これらの多岐に亘る高度に専門的な人材を育成するために、当研究科は次のような人を求めている。 
 一般選抜、推薦・特別推薦 

•学修と研究に強い意欲を持つ人
•幅広い分野に関心をもち、視野の拡大に努める人
•研究課題への取り組み方において、問題解決能力の獲得に意欲を持つ人
•多様な人材の育成の観点から、異なる学問的背景(薬学以外の学部出身者)を有し、新たに薬学研究を志す人
•国際的な人材の育成の観点から、薬学研究を志す海外からの留学生

  一般選抜、推薦・特別推薦 
研究遂行に必要な知識と技術を修得するために求められる物質科学・生命科学の学力(大学学部卒業レベル)と語学力を有すること 

　
志望する教育研究分野で必要な物質科学・生命科学の学力と語学力を有する学生を、以下の方法により選抜する。

【一般選抜】 入学者選抜では、学力検査と面接を総合して選抜する。学力検査（専門試験）では各専門分野で必要とする薬学の基礎知識を評価し、研究に必要
な語学力については、TOEIC等外国語試験の公式スコアにより評価する。面接では学修と研究への意欲、適性、人物を評価する。

【推　　薦】 学内の優れた資質を持つ学生の受け入れを目的として、一般選抜の筆記試験に替え、志願理由書・外国語（英語）・成績証明書を総合して評価する。
各専門分野で必要とする薬学の基礎知識は成績証明書により評価する。研究に必要な語学力については、TOEIC等外国語試験の公式スコアにより
評価する。また、志願理由書により研究への意欲、適性、人物を評価する。

【特別推薦】 優れた資質をもつ留学生の受け入れを目的として、一般選抜の筆記試験に替え、志願理由書・外国語（英語）・成績証明書・面接を総合して評価する。 
各専門分野で必要とする薬学の基礎知識は成績証明書により、評価する。研究に必要な語学力については、TOEIC等外国語試験の公式スコアによ
り評価する。また、志願理由書・面接により研究への意欲、適性、人物を評価する。

◆博士後期課程(創薬生命科学専攻)
■ 理念・目的・教育目標

薬学研究科は、薬学領域の幅広い知識とそれに基づく深い専門性を修得し、革新的研究を目指し生命薬学、創薬科学、環境衛生薬学、医療薬学に携わる創造性豊
な卓越した能力を有する研究者・技術者の養成を目指している。また、広い視野と高い倫理観を持ち教育、行政及び医療現場等で活躍できる卓越した能力を有する
人材の養成も目指している。これらの多岐に亘る高度に専門的な人材を育成するために、当研究科は次のような人を求めている。 
 一般選抜

•優れた最先端の研究成果をあげ、世界に発信し、社会に貢献することを志す人
•研究成果を学術論文として発表する過程を通じて、問題解決能力に加えて課題設定能力の獲得に意欲を持つ人
•多様な人材の育成の観点から、異なる学問的背景(薬学以外の学部出身者)を有し、新たに薬学研究を志す人
•国際的な人材の育成の観点から、薬学研究を志す海外からの留学生

 社会人特別選抜 
•企業、研究機関等での薬学や創薬に関わる就業経験を踏まえ、さらに博士後期課程での学問的レベルでの薬学研究を志し、研究成果を社会に還元したいと考える人
•専門知識をもつ職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人

  一般選抜、社会人特別選抜 
•研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野の先端的な知識と基礎的実験技術を有すること
•基礎的語学力に加え、論文作成や国際学会での発表・討論に必要な語学力を有すること

物質科学・生命科学の基礎学力、関連分野の知識と技術を有し、また必要な語学力を有する学生を、以下の方法により選抜する。
【一般選抜】 入学者の選抜は、修士論文要旨等、成績証明書、試験（専攻科目）・外国語（英語）及び面接の結果を総合して行う。　　

研究に必要な語学力については、TOEIC試験等の公式スコアにより評価する。研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野
の先端的な知識と技術について、専攻科目及び修士論文要旨等についての試験により評価する。また、面接試験を行い、基礎学力、知識に加え、
研究に対する意欲・意志など、求める学生像に合致する人物であるかを評価する。選抜は、これらの結果と成績証明書の評価を総合して行う。

【社会人特別選抜】 選抜の方法は一般選抜と同様であるが、面接試験などにおいて、企業等での就業経験を踏まえて博士後期課程での薬学研究を志し、研成果の社会
還元を考える人物であるか、また職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人物であるかを評価する。

◆博士後期課程(共同ナノメディシン科学専攻)
■ 理念・目的・教育目標

薬学研究科共同ナノメディシン科学専攻では、薬学領域、ならびに工学領域の幅広い知識とそれに基づく深い専門性を修得し、革新的研究を目指し生命薬学、創
薬科学等に携わる創造性豊な卓越した能力を有する研究者・技術者の養成を目指している。また、広い視野と高い倫理観を持ち教育、行政等で活躍できる卓越した
能力を有する人材の養成も目指している。特に、本専攻では、これらの多岐に亘る高度に専門的な人材を育成するために、当研究科は次のような人を求めている。 
 一般選抜

•優れた最先端の研究成果をあげ、世界に発信し、社会に貢献することを志す人
•研究成果を学術論文として発表する過程を通じて、問題解決能力に加えて課題設定能力の獲得に意欲を持つ人
•学際領域における多様な人材の育成の観点から、様々な学問的背景を有し、新たに薬工融合型研究を志す人
•ナノマテリアル、ナノデバイス関連分野に強い関心をもち、薬工両方に精通した研究者を目指す人
•国際的な人材の育成の観点から、薬工融合研究を志す海外からの留学生

 社会人特別選抜 
•企業、研究機関等での薬学や創薬に関わる就業経験を踏まえ、さらに博士後期課程での学問的レベルでの薬学・工学の学際領域での薬工融合研究を志し、研究

成果を社会に還元したいと考える人
•専門知識をもつ職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人

  一般選抜、社会人特別選抜 
•研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野の先端的な知識と基礎的実験技術を有すること
•基礎的語学力に加え、論文作成や国際学会での発表・討論に必要な語学力を有すること

物質科学・生命科学の基礎学力、関連分野の知識と技術を有し、また必要な語学力を有する学生を、以下の方法により選抜する。
【一般選抜】入学者の選抜は、修士論文要旨等、成績証明書、試験（専攻科目）・外国語（英語）及び面接の結果を総合して行う。研究に必要な語学力について

は、TOEIC試験等の公式スコアにより評価する研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野の先端的な知識と技術について、
専攻科目及び修士論文要旨等についての試験により評価する。また、面接試験を行い、基礎学力、知識に加え、研究に対する意欲・意志、さらに
薬工融合型研究を志す人、ナノマテリアル、ナノデバイス関連分野に強い関心をもち、薬工両方に精通した研究者を目指す人など、求める学生像
に合致する人物であるかを評価する。選抜は、これらの結果と成績証明書の評価を総合して行う。

【社会人特別選抜】 選抜の方法は一般選抜と同様であるが、面接試験などにおいて、企業等での就業経験を踏まえて博士後期課程で薬工融合研究を志し、研究成果を
社会に還元したいと考える人、また職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人物であるかを評価する。

◆博士課程(医療機能薬学専攻)
■ 理念・目的・教育目標

薬学研究科は、薬学領域の幅広い知識とそれに基づく深い専門性を修得し、革新的研究を目指し生命薬学、創薬科学、環境衛生薬学、医療薬学に携わる創造性豊
な卓越した能力を有する研究者・技術者の養成を目指している。また、広い視野と高い倫理観を持ち教育、行政及び医療現場等で活躍できる卓越した能力を有する
人材の養成も目指している。これらの多岐に亘る高度に専門的な人材を育成するために、当研究科は次のような人を求めている。 
 一般選抜 

•優れた最先端の研究成果をあげ、世界に発信し、社会に貢献することを志す人
•研究成果を学術論文として発表する過程を通じて、問題解決能力に加えて課題設定能力の獲得に意欲を持つ人
•指導的な薬剤師、教育・研究者として社会に貢献することを志す人
•国際的な人材の育成の観点から、薬学研究を志す海外からの留学生

 社会人特別選抜 
•多様な人材の育成の観点から、薬剤師や臨床現場での職業経験から臨床研究に対する明確な問題意識を持ち、博士課程で学問的レベルの研究を志し研究成果を

社会に還元したいと考える人
•専門知識をもつ職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人
修得しておくべき知識の内容・水準

  一 般選抜、社会人特別選抜 
•研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、臨床研究ないし関連領域の研究の遂行のための医療薬学の基礎的な知識と技術を有すること
•基礎的語学力に加え、論文作成や国際学会での発表・討論に必要な語学力を有すること

物質科学・生命科学の基礎学力、関連分野の知識と技術を有し、また必要な語学力を有する学生を、以下の方法により選抜する。
【一般選抜】 入学者の選抜は、研究報告書等、成績証明書、試験（専攻科目）・外国語（英語）及び面接の結果を総合して行う。

研究に必要な語学力については、TOEIC試験等の公式スコアにより評価する研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野の
先端的な知識と技術について、専攻科目及び研究報告書等についての試験により評価する。また、面接試験を行い、基礎学力、知識に加え、研究
に対する意欲・意志を持ち、臨床研究ないし関係領域の研究者を目指す人、指導的な薬剤師、教育・研究者として社会に貢献することを志す人な
ど、求める学生像に合致する人物であるかを評価する。選抜は、これらの結果と成績証明書の評価を総合して行う。

【社会人特別選抜】 選抜の方法は一般選抜と同様であるが、面接試験などにおいて、薬剤師や臨床現場での職業経験を踏まえて臨床研究に対する明確な問題意識を持
ち、博士課程での研究を行って成果を社会に還元したいと考える人、また職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人物であるかを評価
する。
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アドミッション・ポリシー
◆博士前期課程
■ 理念・目的・教育目標

薬学研究科は、薬学領域の幅広い知識とそれに基づく深い専門性を修得し、革新的研究を目指し生命薬学、創薬科学、環境衛生薬学、医療薬学に携わる創造性豊
な卓越した能力を有する研究者・技術者の養成を目指している。また、広い視野と高い倫理観を持ち教育、行政及び医療現場等で活躍できる卓越した能力を有する
人材の養成も目指している。これらの多岐に亘る高度に専門的な人材を育成するために、当研究科は次のような人を求めている。 
 一般選抜、推薦・特別推薦 

•学修と研究に強い意欲を持つ人
•幅広い分野に関心をもち、視野の拡大に努める人
•研究課題への取り組み方において、問題解決能力の獲得に意欲を持つ人
•多様な人材の育成の観点から、異なる学問的背景(薬学以外の学部出身者)を有し、新たに薬学研究を志す人
•国際的な人材の育成の観点から、薬学研究を志す海外からの留学生

  一般選抜、推薦・特別推薦 
研究遂行に必要な知識と技術を修得するために求められる物質科学・生命科学の学力(大学学部卒業レベル)と語学力を有すること 

　
志望する教育研究分野で必要な物質科学・生命科学の学力と語学力を有する学生を、以下の方法により選抜する。

【一般選抜】 入学者選抜では、学力検査と面接を総合して選抜する。学力検査（専門試験）では各専門分野で必要とする薬学の基礎知識を評価し、研究に必要
な語学力については、TOEIC等外国語試験の公式スコアにより評価する。面接では学修と研究への意欲、適性、人物を評価する。

【推　　薦】 学内の優れた資質を持つ学生の受け入れを目的として、一般選抜の筆記試験に替え、志願理由書・外国語（英語）・成績証明書を総合して評価する。
各専門分野で必要とする薬学の基礎知識は成績証明書により評価する。研究に必要な語学力については、TOEIC等外国語試験の公式スコアにより
評価する。また、志願理由書により研究への意欲、適性、人物を評価する。

【特別推薦】 優れた資質をもつ留学生の受け入れを目的として、一般選抜の筆記試験に替え、志願理由書・外国語（英語）・成績証明書・面接を総合して評価する。 
各専門分野で必要とする薬学の基礎知識は成績証明書により、評価する。研究に必要な語学力については、TOEIC等外国語試験の公式スコアによ
り評価する。また、志願理由書・面接により研究への意欲、適性、人物を評価する。

◆博士後期課程(創薬生命科学専攻)
■ 理念・目的・教育目標

薬学研究科は、薬学領域の幅広い知識とそれに基づく深い専門性を修得し、革新的研究を目指し生命薬学、創薬科学、環境衛生薬学、医療薬学に携わる創造性豊
な卓越した能力を有する研究者・技術者の養成を目指している。また、広い視野と高い倫理観を持ち教育、行政及び医療現場等で活躍できる卓越した能力を有する
人材の養成も目指している。これらの多岐に亘る高度に専門的な人材を育成するために、当研究科は次のような人を求めている。 
 一般選抜

•優れた最先端の研究成果をあげ、世界に発信し、社会に貢献することを志す人
•研究成果を学術論文として発表する過程を通じて、問題解決能力に加えて課題設定能力の獲得に意欲を持つ人
•多様な人材の育成の観点から、異なる学問的背景(薬学以外の学部出身者)を有し、新たに薬学研究を志す人
•国際的な人材の育成の観点から、薬学研究を志す海外からの留学生

 社会人特別選抜 
•企業、研究機関等での薬学や創薬に関わる就業経験を踏まえ、さらに博士後期課程での学問的レベルでの薬学研究を志し、研究成果を社会に還元したいと考える人
•専門知識をもつ職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人

  一般選抜、社会人特別選抜 
•研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野の先端的な知識と基礎的実験技術を有すること
•基礎的語学力に加え、論文作成や国際学会での発表・討論に必要な語学力を有すること

物質科学・生命科学の基礎学力、関連分野の知識と技術を有し、また必要な語学力を有する学生を、以下の方法により選抜する。
【一般選抜】 入学者の選抜は、修士論文要旨等、成績証明書、試験（専攻科目）・外国語（英語）及び面接の結果を総合して行う。　　

研究に必要な語学力については、TOEIC試験等の公式スコアにより評価する。研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野
の先端的な知識と技術について、専攻科目及び修士論文要旨等についての試験により評価する。また、面接試験を行い、基礎学力、知識に加え、
研究に対する意欲・意志など、求める学生像に合致する人物であるかを評価する。選抜は、これらの結果と成績証明書の評価を総合して行う。

【社会人特別選抜】 選抜の方法は一般選抜と同様であるが、面接試験などにおいて、企業等での就業経験を踏まえて博士後期課程での薬学研究を志し、研成果の社会
還元を考える人物であるか、また職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人物であるかを評価する。

◆博士後期課程(共同ナノメディシン科学専攻)
■ 理念・目的・教育目標

薬学研究科共同ナノメディシン科学専攻では、薬学領域、ならびに工学領域の幅広い知識とそれに基づく深い専門性を修得し、革新的研究を目指し生命薬学、創
薬科学等に携わる創造性豊な卓越した能力を有する研究者・技術者の養成を目指している。また、広い視野と高い倫理観を持ち教育、行政等で活躍できる卓越した
能力を有する人材の養成も目指している。特に、本専攻では、これらの多岐に亘る高度に専門的な人材を育成するために、当研究科は次のような人を求めている。 
 一般選抜

•優れた最先端の研究成果をあげ、世界に発信し、社会に貢献することを志す人
•研究成果を学術論文として発表する過程を通じて、問題解決能力に加えて課題設定能力の獲得に意欲を持つ人
•学際領域における多様な人材の育成の観点から、様々な学問的背景を有し、新たに薬工融合型研究を志す人
•ナノマテリアル、ナノデバイス関連分野に強い関心をもち、薬工両方に精通した研究者を目指す人
•国際的な人材の育成の観点から、薬工融合研究を志す海外からの留学生

 社会人特別選抜 
•企業、研究機関等での薬学や創薬に関わる就業経験を踏まえ、さらに博士後期課程での学問的レベルでの薬学・工学の学際領域での薬工融合研究を志し、研究

成果を社会に還元したいと考える人
•専門知識をもつ職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人

  一般選抜、社会人特別選抜 
•研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野の先端的な知識と基礎的実験技術を有すること
•基礎的語学力に加え、論文作成や国際学会での発表・討論に必要な語学力を有すること

物質科学・生命科学の基礎学力、関連分野の知識と技術を有し、また必要な語学力を有する学生を、以下の方法により選抜する。
【一般選抜】入学者の選抜は、修士論文要旨等、成績証明書、試験（専攻科目）・外国語（英語）及び面接の結果を総合して行う。研究に必要な語学力について

は、TOEIC試験等の公式スコアにより評価する研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野の先端的な知識と技術について、
専攻科目及び修士論文要旨等についての試験により評価する。また、面接試験を行い、基礎学力、知識に加え、研究に対する意欲・意志、さらに
薬工融合型研究を志す人、ナノマテリアル、ナノデバイス関連分野に強い関心をもち、薬工両方に精通した研究者を目指す人など、求める学生像
に合致する人物であるかを評価する。選抜は、これらの結果と成績証明書の評価を総合して行う。

【社会人特別選抜】 選抜の方法は一般選抜と同様であるが、面接試験などにおいて、企業等での就業経験を踏まえて博士後期課程で薬工融合研究を志し、研究成果を
社会に還元したいと考える人、また職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人物であるかを評価する。

◆博士課程(医療機能薬学専攻)
■ 理念・目的・教育目標

薬学研究科は、薬学領域の幅広い知識とそれに基づく深い専門性を修得し、革新的研究を目指し生命薬学、創薬科学、環境衛生薬学、医療薬学に携わる創造性豊
な卓越した能力を有する研究者・技術者の養成を目指している。また、広い視野と高い倫理観を持ち教育、行政及び医療現場等で活躍できる卓越した能力を有する
人材の養成も目指している。これらの多岐に亘る高度に専門的な人材を育成するために、当研究科は次のような人を求めている。 
 一般選抜 

•優れた最先端の研究成果をあげ、世界に発信し、社会に貢献することを志す人
•研究成果を学術論文として発表する過程を通じて、問題解決能力に加えて課題設定能力の獲得に意欲を持つ人
•指導的な薬剤師、教育・研究者として社会に貢献することを志す人
•国際的な人材の育成の観点から、薬学研究を志す海外からの留学生

 社会人特別選抜 
•多様な人材の育成の観点から、薬剤師や臨床現場での職業経験から臨床研究に対する明確な問題意識を持ち、博士課程で学問的レベルの研究を志し研究成果を

社会に還元したいと考える人
•専門知識をもつ職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人
修得しておくべき知識の内容・水準

  一 般選抜、社会人特別選抜 
•研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、臨床研究ないし関連領域の研究の遂行のための医療薬学の基礎的な知識と技術を有すること
•基礎的語学力に加え、論文作成や国際学会での発表・討論に必要な語学力を有すること

物質科学・生命科学の基礎学力、関連分野の知識と技術を有し、また必要な語学力を有する学生を、以下の方法により選抜する。
【一般選抜】 入学者の選抜は、研究報告書等、成績証明書、試験（専攻科目）・外国語（英語）及び面接の結果を総合して行う。

研究に必要な語学力については、TOEIC試験等の公式スコアにより評価する研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野の
先端的な知識と技術について、専攻科目及び研究報告書等についての試験により評価する。また、面接試験を行い、基礎学力、知識に加え、研究
に対する意欲・意志を持ち、臨床研究ないし関係領域の研究者を目指す人、指導的な薬剤師、教育・研究者として社会に貢献することを志す人な
ど、求める学生像に合致する人物であるかを評価する。選抜は、これらの結果と成績証明書の評価を総合して行う。

【社会人特別選抜】 選抜の方法は一般選抜と同様であるが、面接試験などにおいて、薬剤師や臨床現場での職業経験を踏まえて臨床研究に対する明確な問題意識を持
ち、博士課程での研究を行って成果を社会に還元したいと考える人、また職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人物であるかを評価
する。

　　　

求める学生像

求める学生像

求める学生像

求める学生像

求める学生像

選抜方法

選抜方法

選抜方法

修得しておくべき知識の内容・水準

修得しておくべき知識の内容・水準

修得しておくべき知識の内容・水準

博士前期課程入学者選抜の概要
大 学 院 の 入 試 案 内

学内外の優れた資質を持つ学生の受け入れを目的として、一般選抜の筆記試験にかえ、志願理由書や学部の成績等で
適性を評価する制度です。合格後の入学を確約できることを要します。

推薦入試の試験区分には「推薦」と「特別推薦」があります。
出願資格については募集要項・名古屋市立大学ウェブサイトで確認してください。

名古屋市立大学ウェブサイト　https://www.nagoya-cu.ac.jp

１）推薦入試

●入試日程　６月下旬出願　７月中旬試験予定

博士課程･博士後期課程入学者選抜の概要
専門科目の筆記または口述試験および卒業論文･修士論文またはそれに代わる研究等経過報告書の審査等により学力及

び適性評価を行い、合否を判断します。社会人を対象に「社会人特別選抜」を実施します。

●入試日程　１回目　７月出願　８月試験予定

 ２回目　12月下旬出願　２月試験予定＊

●入試日程　１回目　６月下旬出願　８月上旬試験予定
 ２回目　10月下旬出願　11月中旬試験予定＊

専門科目の筆記試験等により学力を評価し、面接試験により適正評価を行います。

２）一般入試

薬学研究科では秋入学を実施しています。
詳しくは　名古屋市立大学ウェブサイト　https://www.nagoya-cu.ac.jp

大学院の各分野の研究内容紹介、院生による学生生活の紹介、入試個別相談を実施します。ぜひご参加ください。

注　意　事　項
＊１回目の入試で定員に達した場合、２回目入試は行いません。
＊上記事項は概要を記したもので、入学試験等の日程･内容は変更となることがあります。
詳細は募集要項･大学ウェブサイトで確認してください。

大学院説明会　５月開催！

◆博士前期課程
■ 理念・目的・教育目標

薬学研究科は、薬学領域の幅広い知識とそれに基づく深い専門性を修得し、革新的研究を目指し生命薬学、創薬科学、環境衛生薬学、医療薬学に携わる創造性豊
な卓越した能力を有する研究者・技術者の養成を目指している。また、広い視野と高い倫理観を持ち教育、行政及び医療現場等で活躍できる卓越した能力を有する
人材の養成も目指している。これらの多岐に亘る高度に専門的な人材を育成するために、当研究科は次のような人を求めている。 
 一般選抜、推薦・特別推薦 

•学修と研究に強い意欲を持つ人
•幅広い分野に関心をもち、視野の拡大に努める人
•研究課題への取り組み方において、問題解決能力の獲得に意欲を持つ人
•多様な人材の育成の観点から、異なる学問的背景(薬学以外の学部出身者)を有し、新たに薬学研究を志す人
•国際的な人材の育成の観点から、薬学研究を志す海外からの留学生

  一般選抜、推薦・特別推薦 
研究遂行に必要な知識と技術を修得するために求められる物質科学・生命科学の学力(大学学部卒業レベル)と語学力を有すること 

　
志望する教育研究分野で必要な物質科学・生命科学の学力と語学力を有する学生を、以下の方法により選抜する。

【一般選抜】 入学者選抜では、学力検査と面接を総合して選抜する。学力検査（専門試験）では各専門分野で必要とする薬学の基礎知識を評価し、研究に必要
な語学力については、TOEIC等外国語試験の公式スコアにより評価する。面接では学修と研究への意欲、適性、人物を評価する。

【推　　薦】 学内の優れた資質を持つ学生の受け入れを目的として、一般選抜の筆記試験に替え、志願理由書・外国語（英語）・成績証明書を総合して評価する。
各専門分野で必要とする薬学の基礎知識は成績証明書により評価する。研究に必要な語学力については、TOEIC等外国語試験の公式スコアにより
評価する。また、志願理由書により研究への意欲、適性、人物を評価する。

【特別推薦】 優れた資質をもつ留学生の受け入れを目的として、一般選抜の筆記試験に替え、志願理由書・外国語（英語）・成績証明書・面接を総合して評価する。 
各専門分野で必要とする薬学の基礎知識は成績証明書により、評価する。研究に必要な語学力については、TOEIC等外国語試験の公式スコアによ
り評価する。また、志願理由書・面接により研究への意欲、適性、人物を評価する。

◆博士後期課程(創薬生命科学専攻)
■ 理念・目的・教育目標

薬学研究科は、薬学領域の幅広い知識とそれに基づく深い専門性を修得し、革新的研究を目指し生命薬学、創薬科学、環境衛生薬学、医療薬学に携わる創造性豊
な卓越した能力を有する研究者・技術者の養成を目指している。また、広い視野と高い倫理観を持ち教育、行政及び医療現場等で活躍できる卓越した能力を有する
人材の養成も目指している。これらの多岐に亘る高度に専門的な人材を育成するために、当研究科は次のような人を求めている。 
 一般選抜

•優れた最先端の研究成果をあげ、世界に発信し、社会に貢献することを志す人
•研究成果を学術論文として発表する過程を通じて、問題解決能力に加えて課題設定能力の獲得に意欲を持つ人
•多様な人材の育成の観点から、異なる学問的背景(薬学以外の学部出身者)を有し、新たに薬学研究を志す人
•国際的な人材の育成の観点から、薬学研究を志す海外からの留学生

 社会人特別選抜 
•企業、研究機関等での薬学や創薬に関わる就業経験を踏まえ、さらに博士後期課程での学問的レベルでの薬学研究を志し、研究成果を社会に還元したいと考える人
•専門知識をもつ職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人

  一般選抜、社会人特別選抜 
•研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野の先端的な知識と基礎的実験技術を有すること
•基礎的語学力に加え、論文作成や国際学会での発表・討論に必要な語学力を有すること

物質科学・生命科学の基礎学力、関連分野の知識と技術を有し、また必要な語学力を有する学生を、以下の方法により選抜する。
【一般選抜】 入学者の選抜は、修士論文要旨等、成績証明書、試験（専攻科目）・外国語（英語）及び面接の結果を総合して行う。　　

研究に必要な語学力については、TOEIC試験等の公式スコアにより評価する。研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野
の先端的な知識と技術について、専攻科目及び修士論文要旨等についての試験により評価する。また、面接試験を行い、基礎学力、知識に加え、
研究に対する意欲・意志など、求める学生像に合致する人物であるかを評価する。選抜は、これらの結果と成績証明書の評価を総合して行う。

【社会人特別選抜】 選抜の方法は一般選抜と同様であるが、面接試験などにおいて、企業等での就業経験を踏まえて博士後期課程での薬学研究を志し、研成果の社会
還元を考える人物であるか、また職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人物であるかを評価する。

◆博士後期課程(共同ナノメディシン科学専攻)
■ 理念・目的・教育目標

薬学研究科共同ナノメディシン科学専攻では、薬学領域、ならびに工学領域の幅広い知識とそれに基づく深い専門性を修得し、革新的研究を目指し生命薬学、創
薬科学等に携わる創造性豊な卓越した能力を有する研究者・技術者の養成を目指している。また、広い視野と高い倫理観を持ち教育、行政等で活躍できる卓越した
能力を有する人材の養成も目指している。特に、本専攻では、これらの多岐に亘る高度に専門的な人材を育成するために、当研究科は次のような人を求めている。 
 一般選抜

•優れた最先端の研究成果をあげ、世界に発信し、社会に貢献することを志す人
•研究成果を学術論文として発表する過程を通じて、問題解決能力に加えて課題設定能力の獲得に意欲を持つ人
•学際領域における多様な人材の育成の観点から、様々な学問的背景を有し、新たに薬工融合型研究を志す人
•ナノマテリアル、ナノデバイス関連分野に強い関心をもち、薬工両方に精通した研究者を目指す人
•国際的な人材の育成の観点から、薬工融合研究を志す海外からの留学生

 社会人特別選抜 
•企業、研究機関等での薬学や創薬に関わる就業経験を踏まえ、さらに博士後期課程での学問的レベルでの薬学・工学の学際領域での薬工融合研究を志し、研究

成果を社会に還元したいと考える人
•専門知識をもつ職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人

  一般選抜、社会人特別選抜 
•研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野の先端的な知識と基礎的実験技術を有すること
•基礎的語学力に加え、論文作成や国際学会での発表・討論に必要な語学力を有すること

物質科学・生命科学の基礎学力、関連分野の知識と技術を有し、また必要な語学力を有する学生を、以下の方法により選抜する。
【一般選抜】入学者の選抜は、修士論文要旨等、成績証明書、試験（専攻科目）・外国語（英語）及び面接の結果を総合して行う。研究に必要な語学力について

は、TOEIC試験等の公式スコアにより評価する研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野の先端的な知識と技術について、
専攻科目及び修士論文要旨等についての試験により評価する。また、面接試験を行い、基礎学力、知識に加え、研究に対する意欲・意志、さらに
薬工融合型研究を志す人、ナノマテリアル、ナノデバイス関連分野に強い関心をもち、薬工両方に精通した研究者を目指す人など、求める学生像
に合致する人物であるかを評価する。選抜は、これらの結果と成績証明書の評価を総合して行う。

【社会人特別選抜】 選抜の方法は一般選抜と同様であるが、面接試験などにおいて、企業等での就業経験を踏まえて博士後期課程で薬工融合研究を志し、研究成果を
社会に還元したいと考える人、また職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人物であるかを評価する。

◆博士課程(医療機能薬学専攻)
■ 理念・目的・教育目標

薬学研究科は、薬学領域の幅広い知識とそれに基づく深い専門性を修得し、革新的研究を目指し生命薬学、創薬科学、環境衛生薬学、医療薬学に携わる創造性豊
な卓越した能力を有する研究者・技術者の養成を目指している。また、広い視野と高い倫理観を持ち教育、行政及び医療現場等で活躍できる卓越した能力を有する
人材の養成も目指している。これらの多岐に亘る高度に専門的な人材を育成するために、当研究科は次のような人を求めている。 
 一般選抜 

•優れた最先端の研究成果をあげ、世界に発信し、社会に貢献することを志す人
•研究成果を学術論文として発表する過程を通じて、問題解決能力に加えて課題設定能力の獲得に意欲を持つ人
•指導的な薬剤師、教育・研究者として社会に貢献することを志す人
•国際的な人材の育成の観点から、薬学研究を志す海外からの留学生

 社会人特別選抜 
•多様な人材の育成の観点から、薬剤師や臨床現場での職業経験から臨床研究に対する明確な問題意識を持ち、博士課程で学問的レベルの研究を志し研究成果を

社会に還元したいと考える人
•専門知識をもつ職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人
修得しておくべき知識の内容・水準

  一 般選抜、社会人特別選抜 
•研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、臨床研究ないし関連領域の研究の遂行のための医療薬学の基礎的な知識と技術を有すること
•基礎的語学力に加え、論文作成や国際学会での発表・討論に必要な語学力を有すること

物質科学・生命科学の基礎学力、関連分野の知識と技術を有し、また必要な語学力を有する学生を、以下の方法により選抜する。
【一般選抜】 入学者の選抜は、研究報告書等、成績証明書、試験（専攻科目）・外国語（英語）及び面接の結果を総合して行う。

研究に必要な語学力については、TOEIC試験等の公式スコアにより評価する研究遂行に必要な物質科学・生命科学の基礎学力に加え、関連分野の
先端的な知識と技術について、専攻科目及び研究報告書等についての試験により評価する。また、面接試験を行い、基礎学力、知識に加え、研究
に対する意欲・意志を持ち、臨床研究ないし関係領域の研究者を目指す人、指導的な薬剤師、教育・研究者として社会に貢献することを志す人な
ど、求める学生像に合致する人物であるかを評価する。選抜は、これらの結果と成績証明書の評価を総合して行う。

【社会人特別選抜】 選抜の方法は一般選抜と同様であるが、面接試験などにおいて、薬剤師や臨床現場での職業経験を踏まえて臨床研究に対する明確な問題意識を持
ち、博士課程での研究を行って成果を社会に還元したいと考える人、また職業人として高度な学識・実験技術の獲得を目指す人物であるかを評価
する。

　　　

求める学生像

求める学生像

選抜方法

修得しておくべき知識の内容・水準
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【募集要項の請求はこちら】

テレメール
https://telemail.jp/

モバっちょ
https://djc-mb.jp/nagoya-cu/

名古屋市立大学ウェブサイトでご確認ください
https://www.nagoya-cu.ac.jp

1　パソコン・携帯電話から請求する場合

2　郵送などで請求する場合

名古屋市立大学
薬学部
大学院薬学研究科

●名古屋駅（JR、名鉄、近鉄）から
地下鉄（桜通線（徳重行））「名古屋」　　　　「瑞穂区役所」下車、１番出口から東へ徒歩約１５分

●金山駅（JR、名鉄）から
市バス（金山１６ 瑞穂運動場東行）「金山」　　　　「市大薬学部」下車、徒歩１分
  又は、（金山１４ 瑞穂運動場東行）「金山」　　　　「市大薬学部」下車、徒歩１分
地下鉄（名城線（左回り））「金山」　　　　「総合リハビリセンター」下車、１番出口から西へ徒歩約１５分

ACCESS

（約１７分）

（約20分）

（約20分）

（約１4分）

〒467-8603　名古屋市瑞穂区田辺通3-1　TEL (052)836-3402　FAX (052)834-9309
https://www.nagoya-cu.ac.jp/phar/index.html

至桜山

名古屋女子大

至新瑞橋

山
崎
川

地
下
鉄
桜
通
線

地
下
鉄
名
城
線

山
手
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

瑞穂区役所前

瑞穂区役所

瑞穂運動場東瑞穂運動場
陸上競技場

北陸上競技場
瑞穂公園
体育館

瑞穂公園

環
状
線

総合リハビリセンター

市大薬学部前

汐路町2 石川大橋 名古屋市立大学薬学研究科

P-B10023

名 古 屋 市 立 大 学 薬 学 部  
大 学 院 薬 学 研 究 科

Graduate School of Pharmaceutical Sciences

Nagoya City 
University




